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2006年　新年のごあいさつを申し上げます

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
祖
母
・
く
じ
ゅ
う
の
山
々
を
照
ら

す
新
春
の
陽
光
を
仰
ぎ
、希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
行
財
政
基
盤
の
確
立
」
と
い
う
時
代
の
大
き
な
要
請
を
受
け
、
昨
年
４
月
１
日
、
豊
か
な
大
自
然

を
擁
す
る
、
面
積
４
７
７
・
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
２
７
、０
０
０
有
余
の
新
生
「
竹
田
市
」

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
市
に
と
っ
て
初
め
て
の
記
念
す
べ
き
新
春
を
迎
え
、「
安
全
・
安
心　

だ
れ
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
て
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、農
業
・

商
業
・
観
光
の
強
い
基
幹
産
業
づ
く
り
を
進
め
、
新
生
「
竹
田
市
」
と
し
て
の
初
期
の
歩
み
を
、
後
世

に
誇
り
う
る
「
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
育
む　

名
水
名
湯
田
園
観
光
都
市
」
建
設
の
た
め
の
礎
と
す
べ
く
、

市
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
確
実
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
は
、
６
月
の
記
録
的
な
渇

水
と
９
月
の
台
風
14
号
の
襲
来
に
よ
る
未
曾
有
の
降
雨
で
、
竹
田
市
も
甚
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

行
方
不
明
と
な
ら
れ
ま
し
た
お
二
人
の
ご
家
族
の
皆
様
を
は
じ
め
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

現
在
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
等
に
よ
り
、
地
方
財
政
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
、「
行
財
政
基

盤
の
確
立
」
を
柱
と
し
た
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
代
表
者
で
組
織

さ
れ
る
「
竹
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
を
中
心
に
、
実
効
性
あ
る
行
財
政
改
革
と
市
民
本
意

の
市
役
所
改
革
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
ご
要
望
の
強
か
っ
た
ご
み
の
収
集
を
、
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
週
二
回
、
そ
れ
以

外
の
ご
み
に
つ
い
て
も
月
二
回
、
本
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状

況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
衷
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
戌
年
。「
三
つ
の
愛
、
五
つ
の
わ
」
の
気
持
ち
も
新
た
に
、
犬
の
如
く
優
し
く
、
そ
し
て
力

強
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

平
成
18
年
が
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

竹　田　市　長

　牧　　　剛　尓
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新
年
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
竹
田
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
新
竹
田
市
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。「
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
育
む
名
水
名
湯
田
園
観
光
都
市
」
と
し
て
発
展
す
る
地
域
を
め
ざ
し
、

議
会
、
執
行
部
と
も
ど
も
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
分
権
改
革
の
大
き
な
柱

で
あ
り
ま
す
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
が
削
減
さ
れ
、
さ
ら
に
は
景
気

低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
、
財
政
は
逼
迫
し
て
お
り
、
な
お
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
竹
田
市
議
会
で
は
合
併
後
、
設
置
選
挙
に
よ
り
各
旧
市
町
単
位
の
選
挙
区
か
ら
28
名
の
議

員
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
が
、
次
回
の
選
挙
か
ら
は
、
全
市
で
24
名
と
す
る
こ
と
が
既
に
決
定
し
て

い
ま
す
。
昨
年
８
月
、
議
会
内
に
研
修
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
手
始
め
に
全
議
員
で
旧
１
市
３
町
に

つ
い
て
勉
強
し
よ
う
と
実
際
に
現
地
視
察
を
行
い
、
総
面
積
４
７
７
・
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う

広
さ
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
様
々
な
テ
ー
マ
の
も
と
、
大
学
教
授
や
各

方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
を
お
迎
え
し
て
研
修
を
重
ね
る
な
ど
、
議
員
資
質
の
向
上
と

議
会
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
に
多
方
面
に
わ
た
り
研
修
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
執
行
部
に
と
っ
て
も
我
々
市
議
会
に
と
っ
て
も
、
真
価
が
問
わ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
合
併
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
努
力
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竹田市議会議長

　児　玉　誠　三

2006年　新年のごあいさつを申し上げます
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２
０
０
５　
た
け
た　
こ
の
１
年

　

新
竹
田
市
の
発
足
、
台
風
14
号
の
襲
来
、
坊
ガ
ツ
ル
湿
原
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
等
、

平
成
17
年
も
多
く
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
新
年
に
あ
た
り
、
昨
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

 

市
政
・
県
政
・
国
政

３
月　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

　

を
配
布

３
月　

竹
田
市
す
こ
や
か
行
動
計
画
発
行

３
月
31
日　

旧
竹
田
市
、
荻
町
、
久
住
町
、

　

直
入
町
で
閉
庁
式
。

４
月
１
日　

旧
竹
田
市
、
荻
町
、
久
住
町
、

　

直
入
町
が
合
併
し
新
竹
田
市
発
足
。
人
口

　

２
８
、０
７
３
人
。
世
帯
数
１
０
、８
０
６

　

世
帯
。
総
面
積
４
７
８
平
方
㌔
。

４
月
12
日　

旧
竹
田
市
女
性
団
体
連
絡
協
議

　

会
が
市
長
選
、
市
議
選
の
候
補
者
に
呼
び

　

か
け「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５
」

　

を
開
催
。

４
月
24
日　

竹
田
市
長
選
挙
投
開
票
日
。
牧

　

剛
尓
氏
が
初
当
選
。
竹
田
市
議
会
議
員
選

　

挙
投
開
票
日
。
28
名
の
市
議
が
誕
生
。

５
月
21
日　

広
瀬
勝
貞
県
知
事
「
県
政
ふ
れ

　

あ
い
ト
ー
ク
」
の
た
め
来
竹
。

６
月
30
日　

行
財
政
改
革
推
進
本
部
第
１
回

　

会
議

７
月
１
日　

竹
田
空
き
家
情
報
シ
ス
テ
ム
稼
働

７
月
27
日　

新
竹
田
市
発
足
記
念
式
典

８
月
８
〜
10
日　

竹
田
市
・
柳
川
市
・
延
岡

　

市
３
市
児
童
体
験
交
流
会

８
月
16
日　

竹
田
市
成
人
式

９
月
１
日　

こ
の
日
現
在
の
竹
田
市
内
の

　

１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
は
21
人
。

９
月
11
日　

第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

　

第
20
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投

　

開
票
日

９
月
24
日　

市
政
懇
談
会
ス
タ
ー
ト

９
月
29
〜
10
月
７
日　

牧
市
長
、
友
好
都
市

　

バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
を
訪
問
。

10
月
１
日　

国
勢
調
査

10
月
11
日　

県
政
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

10
月
17
日　

第
１
回
行
財
政
改
革
推
進
委
員

　

会
10
月
31
日　

地
域
審
議
会
ス
タ
ー
ト

12
月
31
日　

工
業
統
計
調
査

 

観　

光

２
月
８
日　

神
原
地
区
が
「
神
原
自
然
環
境

　

村
」
を
宣
言
、竹
炭
水
車
・
ネ
ッ
ト
を
設
置
。

２
月
11
〜
12
日　

会
津
絵
ろ
う
そ
く
ま
つ
り

　

に
竹
灯
籠
３
、０
０
０
本
を
贈
る
。

３
月
23
日　

奥
豊
後
観
光
ガ
イ
ド
任
命
式

３
月　

長
湯
料
理
研
究
会
設
立

４
月
３
日　

岡
城
桜
祭
り

５
月
３
日　

祖
母
山
山
開
き

５
月
３
日　

第
17
回
大
野
川
源
流
祭
り

５
月
28
日　

福
島
県
会
津
若
松
市
の
市
民
親

　

善
交
流
団
が
竹
田
市
を
訪
問
。

５
月　

竹
田
直
入
温
泉
連
絡
協
議
会
が
ガ
イ

　

ド
ブ
ッ
ク
「
奥
豊
後
温
泉
文
化
伝
〜
奥
豊

　

後
名
湯
の
旅
」
を
発
行
。

６
月
５
日　

第
53
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き
山
頂

　

祭
開
催
。

６
月
23
〜
７
月
３
日　

ド
イ
ツ
ウ
ィ
ー
ク
in

　

竹
田
を
開
催
。

６
月
26
日　

長
湯
温
泉
で「
月
と
ス
ッ
ポ
ン
・

　

ニ
ッ
ポ
ン
」
協
会
（
伊
藤
隆
弘
会
長
）
が
、

　

芹
川
に
ス
ッ
ポ
ン
の
稚
亀
50
匹
を
放
流
。

７
月
17
日　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
が
、

　

久
住
高
原
そ
よ
風
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
。

７
月
23
日　

竹
田
夏
越
祭

７
月
23
〜
24
日　

日
本
一
炭
酸
泉
ま
つ
り

８
月
８
〜
９
日　

久
住
夏
越
祭
り

８
月
20
日　

竹
田
市
観
光
協
会
が
、「
里
山

　

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。

９
月
14
日　

く
じ
ゅ
う
花
公
園
が
「
花
の
観

　

光
地
づ
く
り
大
賞
」
を
受
賞
。

10
月
２
日　

第
35
回
久
住
高
原
祭
り

11
月　

竹
田
市
観
光
協
会
が
、
大
分
県
で
初

　

の
全
国
地
域
づ
く
り
表
彰
国
土
交
通
大
臣

　

賞
を
受
賞

11
月
３
日　

町
と
村
を
結
ぶ
奥
豊
後
ふ
れ
あ

　

い
祭

11
月
６
日　

第
26
回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り

11
月
13
日　

第
29
回
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振

　

興
祭

11
月
18
日　
「
く
じ
ゅ
う
坊
ガ
ツ
ル
・
タ
デ
原

　

湿
原
」
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
。

11
月
18
〜
20
日　

第
６
回
竹
楽

 
文　

化

１
月
16
日　

佐
藤
義
美
生
誕
１
０
０
年
「
顕

　

彰
と
交
流
」
事
業
開
催

１
月
26
日　

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
か

　

ら
、
瀧
廉
太
郎
の
塑
像
を
贈
ら
れ
、
瀧
廉

　

太
郎
記
念
館
に
設
置
す
る
。

１
月　

ご
当
地
ソ
ン
グ
「
竹
田
の
人
よ
」
Ｃ
Ｄ

　

を
藤
井
育
頭
さ
ん
他
市
民
有
志
が
製
作
。

３
月
23
日　

荻
み
ら
い
館
開
館

４
月
３
日　
「
新
竹
田
市
誕
生
記
念
・
Ｔ
Ａ
Ｏ

　

ふ
る
さ
と
公
演
」
開
催

４
月　

竹
田
市
立
図
書
館
と
各
町
中
央
公
民

　

館
図
書
室
を
結
び
蔵
書
を
検
索
で
き
る
電

　

算
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
。

４
月　

荻
神
社
で
「
ゆ
た
て
」
神
楽
開
催
。

６
月
11
日　

二
又
天
祖
神
楽
社
が
、
図
書
寄

　

贈
の
お
礼
に
、
徳
島
県
藍
住
町
で
公
演

６
月
18
〜
19
日　

第
８
回
久
住
高
原
の
唄
日

　

本
一
大
会
開
催
。
日
本
一
大
賞
は
河
内
正

　

二
さ
ん
（
宮
崎
県
日
向
市
）。

７
月
５
日　

久
住
町
米
賀
地
区
の
開
墾
地
で

　

肥
後
街
道
の
道
路
跡
と
敷
石
を
確
認
。

７
月
23
〜
24
日　

第
３
回
久
住
高
原
国
際
音

　

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
月
24
日　

第
17
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童

　

謡
祭

10
月
９
日　

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

　

特
別
地
域
演
奏
会

10
月
22
〜
23
日　

第
59
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全

　

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
。
１
位

　

は
加
藤
の
ぞ
み
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

11
月
１
〜
４
日　

第
57
回
画
聖
「
田
能
村
竹

　

田
」
を
偲
ぶ
美
術
祭

11
月
16
日　

西
日
本
新
聞
社
が「
竹
田
読
本
」

　

を
出
版

 

農
林
畜
産
業

２
月　

久
住
町
農
業
経
営
改
善
セ
ン
タ
ー
が

　

優
良
経
営
改
善
セ
ン
タ
ー
と
し
て
全
国
経

　

営
基
盤
強
化
促
進
委
員
会
会
長
賞
を
受
賞
。

２
月
21
日　

田
平
茂
博
さ
ん
（
藤
渡
）
が
、

　

第
14
回
大
分
県
野
菜
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
の
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部
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
、
赤
木
昭
正

　

さ
ん
（
西
福
寺
）
が
平
成
16
年
度
花
き
品

　

評
会
大
分
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
。

２
月　

大
分
み
ど
り
農
協
花
き
部
会
竹
田
支

　

部
ワ
レ
モ
コ
ウ
部
が
、
第
36
回
大
分
県
農

　

業
賞
「
営
農
集
団
・
銘
柄
産
地
の
部
」
優

　

秀
賞
受
賞
。

５
月
12
日　

大
分
県
の
「
Ｔ
ｈ
ｅ
・
お
お
い

　

た
」
ブ
ラ
ン
ド
第
１
弾
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
大

　

分
み
ど
り
と
Ｊ
Ａ
さ
わ
や
か
（
庄
内
町
）

　

の
両
ト
マ
ト
部
会
が
、
産
地
規
模
の
拡
大

　

や
出
荷
量
の
確
保
を
図
る
た
め
広
域
出
荷

　

協
定
を
調
印
。

５
月　

大
蘇
ダ
ム
完
成
。

５
月
21
日　

第
４
回
長
湯
温
泉
シ
ュ
パ
ー
ゲ

　

ル
フ
ェ
ス
ト
〜
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

収
穫
祭

５
月　

竹
田
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

　

議
会
の
準
備
委
員
会
及
び
総
会

６
月
13
日　

稲
葉
ダ
ム
定
礎
式

７
月
10
日　

竹
田
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

投
開
票
。
30
人
の
農
業
委
員
が
当
選
。

７
月　

大
分
県
カ
ボ
ス
振
興
協
議
会
が
、
和

　

田
久
光
さ
ん
（
入
田
小
高
野
）、
河
野
泰

　

三
さ
ん
（
木
原
）
を
「
大
分
か
ぼ
す
生
産

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
委
嘱
。

８
月　

プ
ラ
ム
「
鳥
越
」
生
産
者
募
集

９
月
26
日　

第
１
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会

10
月
27
〜
28
日　

モ
ン
ゴ
ル
国
ド
ル
ノ
ゴ
ビ

　

県
知
事
が
久
住
畜
産
セ
ン
タ
ー
等
を
視
察
。

 

教　

育

３
月
４
日　

祖
峰
中
学
校
、
南
生
中
学
校
、

　

最
後
の
卒
業
式

４
月
１
日　

大
分
県
立
臼
杵
養
護
学
校
高
等

　

部
竹
田
分
教
室
が
、
竹
田
養
護
学
校
校
舎

　

内
に
新
設
。

４
月
８
日　

竹
田
南
部
中
学
校
開
校
式
典

４
月
11
〜
14
日　

公
立
学
校
入
学
式
。
幼
稚

　

園
３
園
に
80
人
、
小
学
校
15
校
に
１
４
３

　

人
、
中
学
校
６
校
に
２
０
４
人
が
入
学
。

６
月
８
日　

南
部
小
学
校
が
国
立
別
府
重
度

　

障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
「
友
情
の
ホ
タ
ル
」

　

を
贈
る
。
11
日
に
は
、
明
治
小
学
校
が
ろ

　

う
あ
児
施
設
あ
け
ぼ
の
学
園
と
盲
児
施
設

　

清
明
学
園
に
「
友
情
の
ホ
タ
ル
」
を
贈
る
。

９
月
27
日　

三
重
総
合
高
校
安
全
祈
願
祭

 
ス
ポ
ー
ツ

１
月
26
日　

第
27
回
川
合
尚
武
旗
竹
田
市
職

　

域
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

２
月
21
〜
25
日　

県
内
一
周
大
分
合
同
駅
伝
。

　

旧
竹
田
市
総
合
14
位
、旧
直
入
郡
総
合
10
位
。

３
月
７
日　

第
18
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン

　

大
会

５
月
７
日　

第
14
回
竹
田
市
愛
誠
杯
健
康
ナ

　

イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会

５
月
13
〜
15
日　

第
39
回
九
州
高
校
女
子
ク

　

ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

７
月
13
日　

２
０
０
８
年
第
63
回
大
分
県
国

　

民
体
育
大
会
の
開
催
が
決
定
。

７
月
31
日　

第
19
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
大
会

８
月
７
日　

第
１
回
市
民
球
技
大
会

９
月
17
〜
19
日　

第
58
回
県
民
体
育
大
会
。

　

竹
田
市
は
総
合
得
点
１
１
６
点
で
16
位
。

11
月
27
日　

第
59
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会
。

　

優
勝
は
久
住
町
。

12
月
４
日　

第
18
回
大
分
県
郡
市
対
抗
女
子

　

駅
伝
競
走
大
会
。
竹
田
市
は
６
区
間
中
５

　

区
間
で
区
間
賞
を
獲
得
し
、
優
勝
。

 

交
通
・
防
災

１
月
８
〜
11
日　

荻
町（
８
日
）、久
住
町（
９

　

日
）、旧
竹
田
市
（
10
日
）、直
入
町
（
11
日
）

　

で
消
防
特
別
点
検
開
催
。

１
月
18
日　

下
藤
恒
夫
さ
ん
（
阿
蔵
）
が
交

　

通
安
全
員
と
し
て
最
高
位
の
表
彰
「
交
通

　

栄
誉
章
緑
十
字
金
章
」、
竹
田
支
部
岡
本

　

分
会
が
「
優
良
交
通
安
全
協
会
」
表
彰
を

　

受
け
る
。

３
月
17
日　

庄
内
久
住
線
馬
門
校
区
竣
工
式

５
月
31
日　

竹
田
、
玖
珠
両
警
察
署
が
「
山

　

の
警
察
隊
」
を
発
足
。

６
月
15
日　

竹
田
警
察
署
と
竹
田
市
消
防
本

　

部
が
大
地
震
発
生
に
備
え
た
災
害
防
止
訓

　

練
を
行
う
。

７
月
７
日　

竹
田
市
中
心
部
と
熊
本
県
高
森

　

町
を
結
ぶ
県
道
高
森
竹
田
線
上
新
道
バ
イ

　

パ
ス
が
開
通
。

11
月
６
日　

県
道
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
公
園
線
バ

　

イ
パ
ス
開
通
式

 

自
然
・
災
害

２
月
１
日　

大
分
県
で
大
雪
。

６
月
17
日　

記
録
的
な
小
雨
の
た
め
、
芹
川

　

ダ
ム
の
発
電
が
停
止
さ
れ
る
。
６
月
は
月

　

降
水
量
が
観
測
史
上
最
低
を
記
録
し
、
市

　

内
各
所
で
田
植
え
が
で
き
な
い
地
域
が
発

　

生
す
る
。

９
月
６
日　

台
風
14
号
が
竹
田
地
域
・
荻
地

　

域
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

11
月
４
日　

三
砂
地
区
で
、
大
規
模
な
崖
崩
れ

 

表　

彰

４
月
29
日　

春
の
叙
勲
。
旭
日
小
綬
章
：
河

　

野
一
二
三
さ
ん
（
次
倉
中
央
）、
旭
日
単

　

光
章
：
筬
島
孝
敏
さ
ん
（
音
羽
）、
瑞
宝

　

単
光
章
：
首
藤
源
平
さ
ん
（
名
子
山
）

６
月　

稲
葉
川
を
豊
か
で
き
れ
い
に
す
る
会

　
（
吉
弘
央
会
長
）
が
地
域
環
境
美
化
功
績

　

者
と
し
て
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

６
月　

竹
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会
の
大
塚

　

美
知
子
会
長
（
大
津
留
下
）
が
非
行
少
年

　

の
更
生
保
護
等
の
功
労
で
法
務
大
臣
表
彰

　

を
受
賞
。

10
月　

三
重
農
業
高
校
久
住
分
校
が
、
開
校

　

以
来
続
け
て
い
る
く
じ
ゅ
う
連
山
の
清
掃

　

登
山
を
評
価
さ
れ
、
第
21
回
時
事
通
信
社

　
「
教
育
奨
励
賞
」
努
力
賞
を
受
賞
。

11
月　

秋
の
叙
勲
。
瑞
宝
単
光
章
：
後
藤
晋

　

さ
ん
（
瀬
の
口
）、山
香
英
麿
さ
ん
（
馬
場
）、

　

瑞
宝
双
光
章
：
河
野
智
明
さ
ん
（
神
川
）、

　

黄
綬
褒
章
：
佐
藤
藤
夫
さ
ん
（
桜
町
東
）

12
月
13
日　

正
七
位
叙
位
：
故
本
田
勝
さ
ん

　
（
赤
坂
）

 

労　

働

７
月
11
日　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
竹
田

　

市
地
域
職
業
相
談
室
に
、
求
人
自
己
検
索

　

装
置
が
導
入
さ
れ
る
。

 

福
祉
・
保
健
衛
生

４
月
１
日　

旧
１
市
３
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

が
合
併
し
、
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

　

発
足
。

７
月
29
日　

第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

12
月
３
日　

第
１
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

　

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
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監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　

本　

田　

耕　

一

　

大　

塚　
　
　

廣
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
各
月

に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
各
委
員
会
等
の

監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

１
、荻
総
合
支
所

■

保
健
福
祉
課

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
健
康
増
進
や

福
祉
に
係
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
愛
育
班
活
動
事

業
（
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

る
た
め
に
、
声
か
け
運
動
や
健
康
問

題
に
関
す
る
学
習
会
の
開
催
に
つ
い

て
自
ら
立
案
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
）
や
、
頻
回
受
診
者
訪
問
活

動
事
業
（
栄
養
士
及
び
看
護
師
に
よ

る
重
複
多
受
診
者
へ
の
訪
問
事
業
に

よ
り
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
っ
て

い
る
）
等
健
康
増
進
と
医
療
費
の
軽

減
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に

軽
減
に
向
け
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

■

産
業
課

　

当
地
域
は
、
大
野
川
上
流
地
域
農

業
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る
整
備
水
田

を
利
用
し
て
、
転
作
作
物
に
ト
マ
ト

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
雨
よ
け
ハ

ウ
ス
施
設
を
採
用
し
、
西
日
本
一

の
ト
マ
ト
産
地
形
成
を
推
進
し
て
い

る
。

　

近
年
は
経
営
規
模
の
拡
大
や
品
質

の
改
良
等
に
よ
り
、
高
付
加
価
値
の

農
産
物
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
他
、
小
物
野

菜
の
作
付
け
を
奨
励
し
、
農
業
の
生

産
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
現

在
は
、
強
化
型
ハ
ウ
ス
の
導
入
も
開

始
し
て
い
る
が
、
積
極
的
に
推
進
し

栽
培
面
積
の
拡
大
と
収
穫
量
の
安
定

化
を
図
り
、
農
家
所
得
の
増
大
に
努

め
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

■

市
民
生
活
課

　

戸
籍
受
付
等
の
窓
口
業
務
の
他
に

畜
産
公
害
等
、
各
種
環
境
問
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
公

害
が
発
生
し
な
い
よ
う
監
視
や
指
導

に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

税
務
課

　

市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
等
の
賦

課
の
実
施
を
し
て
い
る
。
個
人
情
報

の
保
護
に
充
分
配
慮
し
て
、
収
納
事

務
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

■

地
域
振
興
課

　

当
課
は
、
竹
田
市
行
財
政
改
革
の

推
進
、荻
地
区
地
域
審
議
会
の
設
置
、

地
域
づ
く
り
と
市
民
運
動
の
支
援
、

定
住
施
策
の
推
進
等
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

荻
総
合
支
所
を
総
括
し
て
、
事
務

手
続
き
や
書
類
の
保
存
期
間
の
統
一

等
、
他
課
の
指
導
を
要
望
す
る
。

■

建
設
課

　

当
課
の
主
な
事
業
は
、
道
路
、
河

川
、
住
宅
、
簡
易
水
道
、
急
傾
斜
、

地
籍
調
査
、
農
業
集
落
排
水
等
、
市

民
生
活
に
密
接
な
事
業
を
担
当
し
て

い
る
。
支
所
管
内
の
１
級
２
級
市
道

の
整
備
率
は
95
％
を
超
え
、
ま
た
、

簡
易
水
道
の
普
及
率
も
99
・
５
％
と

高
い
水
準
に
あ
る
。

　

平
成
11
年
度
に
完
了
し
た
農
業
集

落
排
水
事
業
の
加
入
率
は
60
％
と
な

っ
て
お
り
、
経
営
の
健
全
化
の
た
め

加
入
促
進
に
努
力
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
ま
た
、 

農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
外
に
お
い
て
は
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
を
推
進
し
生
活
環
境

整
備
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

荻
保
育
所
、
柏
原
保
育
所

　

９
月
１
日
現
在
の
荻
保
育
所
の
園

児
数
は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

68
人
で
あ
る
。
職
員
は
所
長
以
下
９

人
（
内
保
育
士
の
臨
時
２
人
、
調
理

員
臨
時
１
人
を
含
む
）
で
保
育
業
務

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
柏
原
保
育

所
に
お
い
て
は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
22
人
で
あ
り
、
所
長
（
荻
保

育
所
長
が
兼
務
）
以
下
４
人
（
内
臨

職
１
名
）
が
保
育
業
務
を
担
当
し
て

い
る
。

　

荻
、
柏
原
両
保
育
所
は
自
然
に
恵

ま
れ
た
保
育
環
境
に
あ
る
が
、
今
後

も
通
園
時
の
交
通
安
全
の
徹
底
、
園

舎
内
の
安
全
確
保
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
等
に
充
分
気
を
付
け
保
育
に

努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

地
域
振
興
課

　

行
財
政
改
革
の
推
進
、
各
種
振
興

計
画
の
策
定
、
各
種
統
計
調
査
、
地

域
間
交
流
、
消
防
防
災
対
策
、
交

通
安
全
運
動
の
推
進
等
の
地
域
振
興

と
、
公
有
財
産
の
管
理
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
久
住
総
合
支
所
の
事
務

事
業
を
総
括
す
る
と
共
に
、
中
心
的

な
課
と
し
て
支
所
内
の
他
課
の
指
導

等
を
要
望
す
る
。

■

税
務
課

　

市
県
民
税
、
法
人
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
固
定
資
産
税
等
の
賦
課
の

実
施
を
し
て
い
る
。

　

個
人
情
報
の
保
護
に
充
分
配
慮
し

て
、
滞
納
者
に
対
す
る
税
の
徴
収
率

向
上
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■

市
民
生
活
課

　

戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
等
の
証
明

や
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
等
の

被
保
険
者
証
の
交
付
及
び
高
額
療
養

費
申
請
等
の
受
付
、
介
護
保
険
の
認

定
申
請
の
他
、
環
境
衛
生
（
ゴ
ミ
や

野
犬
及
び
豚
、
牛
等
の
畜
産
公
害
の

苦
情
処
理
、
指
導
等
）
を
担
当
し
て

い
る
。

　

個
人
情
報
の
保
護
に
は
、
充
分
配

慮
し
て
窓
口
業
務
を
行
う
よ
う
要
望

す
る
。

■

保
健
福
祉
課

　

本
課
で
は
、
老
人
保
健
、
介
護
予

防
、
健
康
づ
く
り
支
援
、
感
染
症
予

防
、
母
子
保
健
、
児
童
福
祉
等
の
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
地
域
の
健
康
増
進
と
医
療
費
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
健
康
教
室
や
訪

問
指
導
、
健
康
診
断
、 

介
護
教
室
等

健
康
づ
く
り
の
支
援
指
導
を
行
い
、

老
人
や
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

■

産
業
課

　

当
地
域
の
水
田
農
業
は
、
米
・
飼

料
作
物
・
大
豆
の
産
地
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
。
米
に
つ
い
て
は
良
食

味
米
の
作
付
け
拡
大
や
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
を
、
大
豆
に
つ
い
て
は
品
質

の
向
上
と
収
量
の
確
保
、団
地
化
を
、

飼
料
作
物
は
生
産
拡
大
を
振
興
し
て

い
る
。
ま
た
、
集
落
営
農
・
担
い
手

育
成
・
農
産
加
工
品
の
開
発
や
消
費

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

近
年
の
農
業
を
見
る
と
、
米
や
野

菜
・
花
卉
等
の
産
地
間
競
争
が
年
々

激
し
く
な
っ
て
い
る
。
産
地
間
競
争

に
負
け
な
い
為
に
も
、
消
費
者
か
ら

好
ま
れ
る
米
や
野
菜
の
品
質
向
上

と
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
ら
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■

商
工
観
光
課

　

く
じ
ゅ
う
連
山
と
広
大
な
久
住
高

原
の
観
光
資
源
を
有
し
、
当
地
域
は

毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

る
。
現
在
は
観
光
案
内
板
（
集
合
看

板
）
の
設
置
や
、
納
池
公
園
整
備
事

業
を
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
事
業
と
し
て
は
、

２
、久
住
総
合
支
所
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久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
や
久
住

高
原
祭
り
の
開
催
等
に
よ
り
観
光
の

振
興
を
図
っ
て
い
る
。

　

契
約
事
務
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
契
約
事
務
規
則
等
に
沿
っ
た
事

務
処
理
を
要
望
す
る
。

■

建
設
課

　

主
な
事
業
と
し
て
、
道
路
、
河
川
、

土
地
改
良
、
地
籍
調
査
、
住
宅
、
簡

易
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の
市
民

生
活
に
直
結
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

整
備
を
担
当
し
て
い
る
。

　

現
在
整
備
し
て
い
る
主
な
事
業

は
、
市
道
の
交
付
金
事
業
（
宮
原
米

賀
線
）
や
県
事
業
の
国
道
４
４
２
号

久
住
バ
イ
パ
ス
工
事
、
土
地
改
良
事

業
で
は
、
農
免
農
道
整
備
（
巣
原
地

区
）、
基
盤
整
備
（
久
住
南
部
地
区
）

を
実
施
し
て
い
る
。

　

補
助
事
業
等
に
お
い
て
は
、
決
裁

規
程
等
を
確
認
し
て
事
務
処
理
を
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

当
地
域
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
た
め
交
通
安
全
確
保
の
上

で
も
、
な
お
い
っ
そ
う
の
道
路
整
備

を
促
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

白
丹
保
育
所
、
都
野
保
育
所

　

白
丹
保
育
所
の
園
児
数
は
24
人

で
、
職
員
は
保
育
所
長
以
下
３
人
の

保
育
士
と
１
人
の
調
理
員
で
保
育
を

担
当
し
、
都
野
保
育
所
は
、
19
人
の

園
児
を
保
育
所
長
以
下
３
人
の
保
育

士
と
１
人
の
調
理
員
で
保
育
を
行
っ

て
い
る
。

　

両
保
育
所
と
も
に
、
火
事
や
地
震

の
避
難
訓
練
を
毎
月
実
施
し
、
交
通

安
全
の
指
導
も
年
２
回
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
不
審
者
侵
入
対
策
と

合
わ
せ
、
駐
在
所
、
保
護
者
や
地
域

の
人
々
と
連
携
を
と
り
、
安
全
確
保

と
充
実
し
た
保
育
所
づ
く
り
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

■

地
域
振
興
課

　

行
財
政
改
革
の
推
進
、
地
域
づ
く

り
、
消
防
・
防
災
施
策
、
電
源
立
地

地
域
交
付
金
事
業
、
交
通
安
全
等

地
域
の
振
興
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
を

推
進
す
る
と
共
に
、
支
所
内
の
他
課

を
指
導
し
、
本
地
域
の
発
展
を
図
っ

て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

契
約
事
務
は
、
契
約
事
務
規
則
等

に
沿
っ
て
適
正
に
処
理
さ
れ
た
い
。

■

市
民
生
活
課

　

戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
等
の
証
明

等
の
窓
口
業
務
及
び
各
種
環
境
問
題

（
公
害
苦
情
等
）等
を
担
当
し
て
い
る
。

個
人
情
報
の
保
護
に
は
充
分
注
意
す

る
と
共
に
、
事
務
処
理
に
あ
た
っ
て

は
条
例
等
に
沿
っ
た
処
理
を
さ
れ
た

い
。

■

商
工
観
光
課

　

当
課
は
、
国
際
交
流
、
姉
妹
都
市

交
流
、
商
工
観
光
振
興
、
消
費
者
対

策
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
及
び
観
光
施

設
の
管
理
等
を
担
当
し
て
い
る
。

　

国
際
交
流
事
業
で
は
、
ド
イ
ツ
の

バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
市
内

中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
を
通

じ
て
、
国
際
感
覚
の
醸
成
や
人
材
育

成
を
図
っ
て
い
る
。
当
地
域
の
観
光

客
は
、
年
間
約
75
万
人
を
超
え
て
い

る
。
湧
水
施
設
と
し
て
「
水
の
駅
お

づ
る
」
も
あ
り
、
温
泉
と
湧
水
を
核

と
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
観
光
客
を

増
大
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
の
観
光
施
設
に
お
い
て
は
、
設

置
条
例
、
規
則
等
を
整
備
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■

保
健
福
祉
課

　

疾
病
の
早
期
発
見
や
予
防
、
介
護

予
防
、
心
の
健
康
づ
く
り
等
児
童
か

ら
老
人
ま
で
の
健
康
増
進
や
福
祉
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
国

民
健
康
保
険
づ
く
り
支
援
事
業
で

は
、
温
泉
健
康
づ
く
り
事
業
を
取
り

入
れ
、
温
泉
を
活
用
し
た
湯
中
・
水

中
運
動
を
推
進
し
て
体
質
改
善
・
筋

骨
格
系
疾
患
の
改
善
、
筋
連
動
性
の

向
上
等
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
組
織
の
育

成
を
行
う
た
め
、
愛
育
班
組
織
化
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
の
保
健
施
設
の
使
用
料
徴
収
に

あ
た
っ
て
は
、
規
則
等
の
整
備
を
行

い
、
円
滑
な
管
理
、
運
営
を
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■

税
務
課

　

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健

康
保
険
税
等
の
賦
課
、
軽
自
動
車
税

の
申
告
・
廃
車
、
固
定
資
産
の
評

価
や
価
格
の
決
定
等
を
担
当
し
て
い

る
。
税
の
公
平
負
担
を
基
に
、
滞
納

者
の
理
解
を
得
て
徴
収
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
、
出
納
事
務
に
つ
い
て
は

充
分
気
を
つ
け
て
適
正
な
処
理
を
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

建
設
課

　

現
在
、
道
路
事
業
で
は
市
道
直
入

中
央
線
の
改
良
工
事
が
施
工
さ
れ
て

い
る
他
、
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
県
営
農
村
振
興
総

合
整
備
事
業
（
む
ら
づ
く
り
基
盤
型
）

の
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
、

簡
易
水
道
事
業
、
住
宅
事
業
等
を
担

当
し
て
い
る
。
県
施
行
事
業
で
は
、

県
道
庄
内
久
住
線
の
長
湯
バ
イ
パ
ス

工
事
及
び
芹
川
工
区
改
良
工
事
、
県

道
竹
田
直
入
線
四
ツ
口
工
区
改
良
工

事
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
直
入
庄
内
間
農
業
用
道

路
の
開
設
工
事
が
、
平
成
17
年
度
完

成
に
向
け
施
工
さ
れ
て
い
る
。
市
民

生
活
に
直
結
す
る
道
路
整
備
を
促
進

す
る
と
共
に
、
地
域
の
生
活
環
境
整

備
を
図
っ
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

■

産
業
課

　

水
田
農
業
、
花
卉
、
林
業
、
畜

産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
を
図
る
と
共

に
、
集
落
営
農
、
担
い
手
育
成
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。
水
田
農
業
で

は
、
米
、
飼
料
作
物
、
野
菜
等
の
産

地
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
農
地
の

集
積
・
集
落
営
農
の
推
進
や
農
業
観

光
の
推
進
、
特
例
作
物
に
対
す
る
交

付
金
を
交
付
し
、
産
地
の
育
成
を
図

っ
て
い
る
。
畜
産
に
つ
い
て
は
、
多

頭
飼
育
農
家
の
規
模
拡
大
を
目
的

に
、
低
コ
ス
ト
肉
用
牛
地
域
活
性
化

事
業
や
農
協
有
家
畜
導
入
事
業
、
特

別
導
入
事
業
を
取
り
入
れ
増
頭
を

図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
農
家
所
得
の
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
山
間
地
域
等
の
直
接
払
制
度

交
付
金
事
業
に
お
い
て
は
、
事
業
の

主
旨
に
沿
っ
た
適
切
な
処
理
を
行

う
よ
う
要
望
す
る
。

■

長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」

　

当
施
設
は
、
平
成
10
年
10
月
の
オ

ー
プ
ン
以
来
、
直
入
地
域
の
観
光
客

の
増
加
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

今
後
も
、
日
本
一
炭
酸
泉
を
中
心
と

し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
さ
ら
な
る

観
光
客
と
温
泉
利
用
客
の
増
大
に

向
け
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

国
民
宿
舎
「
直
入
荘
」

　

直
入
荘
は
、
昭
和
50
年
営
業
以
来

30
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
し
て

い
る
が
、
経
営
収
支
は
黒
字
を
計
上

し
て
い
る
。 

今
後
は
、
宿
舎
運
営
委

員
会
を
充
分
に
活
用
し
て
、
施
設
の

改
善
並
び
に
安
全
性
を
確
保
し
な

が
ら
宿
泊
者
の
増
加
を
図
り
、
経
営

の
健
全
化
に
向
け
努
力
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■

直
入
幼
稚
園
、白
丹
小
学
校
、久
住

小
学
校
、
菅
生
小
学
校
、
荻
小
学
校
、

城
原
小
学
校
、宮
城
台
小
学
校
、下
竹

田
小
学
校
、長
湯
小
学
校
、緑
ヶ
丘
中

学
校
、
久
住
中
学
校
、
直
入
中
学
校

　

財
務
に
関
す
る
事
務
は
、
学
校
で

３
、直
入
総
合
支
所

４
、教
育
機
関
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竹田市臨時職員・非常勤嘱託員登録者を募集します
　竹田市では、平成18年度の臨時職員及び非常勤嘱託員の採用候補者名簿への登録者を次
のとおり募集いたします。
　登録は当該年度末（平成19年3月31日）まで有効で、臨時職員等が必要となった場合に、
登録者の中から面接等により選考し決定いたします。

職　　　種 備　　　　　考
一般事務 パソコンを使用する業務有

労 務 員 一般事務以外の業務
（調理員・作業員等）

保 育 士 資格必要

看護師又は保健師 資格必要

図書司書 資格必要

臨時講師（小学校） 資格必要

臨時教諭（幼稚園） 資格必要

社会教育指導員 スポーツレクリェーション指導業務
社会教育事業指導業務

は
学
校
事
務
職
員
、
幼
稚
園
で
は
教

諭
が
担
当
し
、
教
育
委
会
総
務
課
職

員
が
電
算
処
理
を
し
て
い
る
。
文
書

等
の
郵
送
に
使
用
す
る
切
手
を
多
く

保
管
し
て
い
る
学
校
が
見
受
け
ら
れ

た
が
、適
切
な
予
算
措
置
を
さ
れ
た
い
。

　

備
品
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
再
確

認
し
て
不
明
な
備
品
が
あ
れ
ば
、
正

規
の
手
続
き
を
と
り
備
品
台
帳
の
整

理
を
さ
れ
た
い
。

　

薬
品
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
担
当

教
諭
が
薬
品
室
に
施
錠
し
管
理
し
て

い
る
が
、
薬
品
台
帳
を
作
成
し
て
い

な
い
学
校
は
整
備
し
て
、
安
全
管
理

に
充
分
な
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

　

生
徒
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
ご
と
に
登
下
校
で
の
指
導
・

訓
練
を
し
て
い
る
が
、
最
寄
の
駐
在

所
と
も
連
絡
を
と
り
、学
校
、保
護
者
、

警
察
官
と
の
連
携
を
強
め
、訓
練
・パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
子
供
の
安
全

性
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

教
育
課
、
公
民
館

　
（
荻
、
久
住
、
直
入
）

　

各
総
合
支
所
の
教
育
課
、
公
民
館

で
は
、
活
力
あ
る
生
涯
教
育
を
め
ざ

し
て
家
庭
教
育
、青
少
年
教
育
、成

人
教
育
、
高
齢
者
教
育
、
人
権
・
同

和
教
育
、
社
会
体
育
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
教
育
事
業
で
は
、

市
民
ひ
と
り
一
人
が
心
の
豊
か
さ
や
生

き
が
い
を
持
ち
、明
る
く
、楽
し
く
充

実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
推
進
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

社
会
体
育
事
業
で
は
、
各
地
区
と

も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
等
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
涯
に
わ
た

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
の
支
援
を
し
て
い
る
。

久
住
地
区
に
お
い
て
は
久
住
高
原
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
、
直
入
地

区
で
は
Ｂ
＆
Ｇ
事
業
に
よ
る
青
少
年

柔
剣
道
大
会
を
、
荻
地
区
で
は
自
治

会
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
心

身
の
健
全
な
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

契
約
事
務
に
つ
い
て
は
、
契
約
事

務
規
則
に
沿
っ
た
適
切
な
事
務
処
理

を
さ
れ
た
い
。

　

施
設
の
芝
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

環
境
保
全
に
留
意
し
た
除
草
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

■

学
校
給
食
調
理
場

　
（
荻
、
久
住
、
直
入
）

　

荻
町
の
学
校
給
食
は
、
小
中
学
校

児
童
生
徒
及
び
教
職
員
と
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
合
わ
せ
て
３
０
０
人
、
久

住
町
に
お
い
て
は
４
１
６
人
、
直
入

町
に
お
い
て
は
２
１
７
人
の
給
食
を

作
っ
て
い
る
。

　

衛
生
管
理
に
は
充
分
気
を
つ
け
、

安
心
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

給
食
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

　

給
食
調
理
場
の
消
毒
等
の
薬
剤
使

用
に
あ
た
っ
て
は
、
薬
品
の
安
全
性

に
つ
い
て
業
者
か
ら
説
明
を
求
め
、

施
設
の
安
全
管
理
に
努
め
る
よ
う
要

望
す
る
。
給
食
業
務
を
委
託
し
て
い

る
調
理
場
が
、
公
用
車
（
給
食
運
搬

車
）
を
使
用
す
る
場
合
は
、
委
託
契

約
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
さ
れ
た
い
。

１、募集内容
募集職種　右表のとおり
勤務場所　本庁・各総合支所・その他施設（学校・給食調理場・
　　　　　保育所等）
年齢制限　昭和 63年 4月 1日までに生まれた人

２、勤務条件
勤務時間　原則、正規職員に準じます。
給　　与　市の規定により、臨時職員は日額×出勤日数、非常
　　　　　勤嘱託員は月額報酬を支給します。（職種により日
　　　　　額単価、月額報酬は異なります。）
任用期間　最長１年間で、その職ごとに異なります。
社会保険　法定制度が適用されます。
※詳細な条件は職種等により異なりますので面接時に説明します。

３、登録方法
　平成 18年 1月 10 日から随時受付いたしますので、所定の履歴書（総務課及び各総合支所地域振興課に備え
付けています）に写真を添付し、総務課または各総合支所地域振興課に提出してください（ただし、土・日曜、
祝祭日及び年末年始は除きます）。なお、受付時間は 8時 30分から 17時までです。
※ 4月からの任用を希望する人は、2月 10日㈮までに提出をお願いします。
※履歴書は、竹田市公式ホームページからもダウンロードできます。
●お問い合せ　総務企画部総務課職員係　☎ 63-1111（内線 216・217）
　　　　　　　教育委員会総務課　　　　☎ 63-1111（内線 315）
　　　　　　　竹田市公式ホームページ　http://www.city.taketa.oita.jp/
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つれづれ
　   えっせい

④

　

工
藤
元
平
氏
は
明
治
22
年
に

生
ま
れ
た
。
久
住
郵
便
局
長
と

し
て
、
32
年
間
郵
便
事
業
に
貢

献
、
昭
和
27
年
久
住
町
長
に
就

任
し
た
。
こ
の
経
歴
の
他
に
、

町
・
県
等
に
関
わ
る
十
指
に
余

る
各
種
の
委
員
、
役
員
等
、
幅

広
く
多
岐
に
渡
っ
て
活
躍
さ
れ

た
。
だ
が
、
工
藤
元
平
の
名
を

全
国
的
に
名
を
高
名
に
し
た
の

は
、
氏
が
生
涯
を
か
け
て
久
住

山
に
注
い
だ
情
熱
で
あ
る
。

　

氏
は
山
を
愛
し
、
そ
し
て
山

に
登
っ
た
。登
山
歴
は
１
、０
０
０

回
を
超
え
た
。
そ
の
間
、
未
踏

の
黒
岳
の
踏
査
登
頂
に
成
功

（
大
正
４
年
）、
牧
野
富
太
郎

博
士
を
迎
え
て
の
久
住
山
植
物

採
集
（
大
正
11
年
）、
久
住
山

の
冬
山
登
山
に
成
功
（
大
正
15

年
）、
久
住
山
原
生
林
帯
を
踏

破
し
て
新
登
山
道
開
拓
（
昭
和

２
年
）、
久
住
山
志
植
物
篇
の

久住の父　工藤元
も と へ い

平
編
纂
（
昭
和
23
・
40
年
）
等
の

数
々
の
業
績
を
残
し
た
。
氏
は

ま
た
、
大
正
10
年
代
か
ら
久
住

山
の
国
立
公
園
指
定
に
向
け
積

極
的
な
運
動
を
進
め
、
そ
の
努

力
が
実
っ
て
、
昭
和
９
年
久
住

山
群
並
び
に
高
原
は
阿
蘇
国
立

公
園
の
中
に
包
含
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
昭
和
２
年
、
高
松

宮
殿
下
を
迎
え
て
案
内
役
を
務

め
た
の
を
始
め
、
久
住
を
訪
れ

た
歌
人
与
謝
野
夫
妻
、
北
原
白

秋
等
の
文
人
墨
客
を
案
内
し
て

い
る
。
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
久

住
山
の
開
発
、
紹
介
、
さ
ら
に

登
山
の
奨
励
、
植
物
研
究
等
に

心
血
を
注
い
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
か
ら
、
西

日
本
文
化
賞
等
を
受
賞
し
国
立

公
園
協
会
等
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、
昭
和
44
年
に
は
勲
四
等

旭
日
章
を
受
章
す
る
等
、
数
々

の
栄
誉
に
輝
い
て
い
る
。

　

工
藤
元
平
氏
は
、
昭
和
43
年

79
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

久
住
を
愛
し
、
久
住
の
た
め

に
生
涯
を
捧
げ
た
、
久
住
の
父

と
呼
ば
れ
る
先
人
の
思
い
を
、

私
た
ち
は
受
け
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

↑工藤元平氏

　

新
し
い
年
を
久
住
で
迎
え
る

の
は
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り

前
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
地
で
迎
え
る
か
ら
こ
そ
価

値
が
あ
る
と
常
々
感
じ
て
い
ま

す
。
様
々
な
国
を
渡
り
歩
き
、

た
く
さ
ん
の
人
々
と
出
会
い
ま

す
が
、
た
と
え
そ
こ
が
ど
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
環
境
で
あ
っ
て

も
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
瞬
間

は
、
私
た
ち
は
必
ず
久
住
に
帰

っ
て
き
ま
す
。

　

元
旦
の
朝
、
山
々
か
ら
徐
々

に
空
を
赤
く
染
め
る
日
の
出
を

背
負
い
、
寒
さ
に
打
ち
震
え
な

が
ら
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
こ
と

で
、
今
年
１
年
の
自
分
た
ち
の

居
場
所
・
有
る
べ
き
姿
を
再
確

認
す
る
の
で
す
。
久
住
で
過
ご

す
こ
の
時
間
が
あ
る
お
陰
で
、

私
た
ち
が
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
へ

進
め
る
の
だ
と
言
っ
て
も
、
過

言
で
は
な
い
の
で
す
。

　

今
年
も
、
８
か
月
に
も
及
ぶ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
が
私
た
ち

を
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
久
住

で
過
ご
せ
る
日
々
は
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

何
処
に
行
っ
て
も
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
音

に
は
、
久
住
を
感
じ
さ
せ
る
物

が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
い
つ
の
年
明

け
に
も
、
久
住
山
に
私
た
ち
の

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
黒
柳
夏
子
）

「新しい年を迎えての願い」

第 4回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

　

う
る
う

　
「
う
る
う
年
」
の
「
う
る
う
」
は
、

漢
字
で
「
閏
（
ジ
ュ
ン
）」
と
書

き
ま
す
。「
差
し
挟
ん
だ
」と
か「
正

統
で
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
中

国
で
使
わ
れ
て
い
た
太
陰
太
陽
暦

の
上
で
は
、
平
年
よ
り
も
１
日
多

い
年
（
う
る
う
年
）
や
、
そ
の
余

分
な
日
・
秒
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
「
う
る
う
」
と
い
う
読
み
方
は
、

「
潤
」
の
訓
読
み
「
う
る
お‒

う
」

か
ら
類
推
し
て
「
閏
」
と
い
う
漢

字
を
「
う
る
う
」
と
読
む
よ
う
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
18
年
１
月
１
日
は
、

午
前
８
時
59
分
60
秒
と
い
う
「
う

る
う
秒
」
が
挿
入
さ
れ
ま
す
。
昭

和
33
年
に
、
原
子
時
計
を
利
用
し

た
国
際
原
子
時
が
始
ま
っ
て
以
来
、

こ
の
よ
う
に
微

妙
な
時
間
の
調

整
が
可
能
に
な

っ
た
の
で
す
。
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県郡市対抗女子駅伝　優勝!

　第 18 回大分県郡市対抗女子駅伝競走大会が、
12 月 4 日、16 郡市が参加し大分市で開催されま
した。竹田市は昨年の優勝チーム直入郡の勢いを
そのままに、６区間 24㌔のうち 5区間で区間賞を
獲得、2位別府市に約 3分の差を付け 1位でゴー
ルしました。

チームみんなで記念写真

↑第 1区走者の高橋輝美選手（一番左）

↑ゴールを切る下藤ひとみ選手

成　
　

績

１
区
（
４
・
９
㌔
）

　

高
橋　

輝
美
（
大
分
西
高
）

　

15
分
47
秒
（
区
間
賞〔
新
〕）

２
区
（
３
・
１
㌔
）

　

渡
部　

紋
子
（
竹
田
南
部
中
）

　

10
分
14
秒
（
区
間
賞
）

３
区
（
４
・
０
㌔
）

　

鳥
倉　

寛
子
（
竹
田
中
）

　

13
分
46
秒
（
区
間
３
位
）

４
区
（
３
・
０
㌔
）

　

佐
藤　

厚
美
（
九
州
女
子
短
大
）

　

11
分
53
秒
（
区
間
賞
）

５
区
（
４
・
０
㌔
）

　

阿
部　

里
菜
（
大
分
西
高
）

　

14
分
58
秒
（
区
間
賞
）

６
区
（
５
・
０
㌔
）

　

下
藤　

ひ
と
み
（
大
分
西
高
）

　

17
分
43
秒
（
区
間
賞
）

総
合
成
績

　

１
時
間
24
分
21
秒
（
１
位
）

　

11
月
26
日
、
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、「
は
づ
き
の
会
」

主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

満
員
御
礼
の
サ
ン
ホ
ー
ル
で
は
、

の
ど
自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
や
太
鼓
等

が
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
コ
ン
サ
ー

ト
で
得
た
益
金
が
舞
台
上
で
竹
田

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

はづきの会チャリティー

　

大
分
県
が
進
め
る
ワ
ン
コ
イ
ン

（
５
０
０
円
）
で
購
入
で
き
る
農
林

水
産
加
工
品
の
創
出
事
業
に
お
い

て
、
平
成
17
年
度
最
優
秀
賞
商
品

３
点
の
う
ち
１
点
に
、
農
事
組
合

法
人
久
住
町
大
豆
生
産
組
合
工
房

卯
の
花
（
中
村
忠
明
理
事
）
の
「
久

住
高
原
豆
乳
セ
ッ
ト
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
竹
田
市
か
ら
は
35
点
が

出
品
さ
れ
、
う
ち
12
点
が
入
賞
し

て
い
ま
す
。

↑市長に報告する中村さん

　ワンコインで特産品

　

12
月
３
日
、
第
１
回
歳
末
助
け

合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
竹

田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
人
気
の
妙
見
も
の
ぐ

さ
劇
団
の
寸
劇
の
他
、
市
三
役
、

市
議
会
の
寸
劇
、
三
味
線
や
舞
踊
、

民
謡
等
が
披
露
さ
れ
、
感
心
し
た

り
、
笑
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時
が

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

笑顔のチャリティーショー
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まちの話題

女性の力を集めて
　

新
市
発
足
記
念
竹
田
市
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
結
成
大
会
と
平
成

17
年
度
竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推

進
大
会
が
、
11
月
28
日
に
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

佐
久
間
伸
子
会
長
の
下
、
現
在
48

団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
大
会

で
は
、
今
後
の
事
業
計
画
等
を
話

し
合
っ
た
他
、
日
本
航
空
㈱
の
羽

田
清
子
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
、
学

習
を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
、
竹
田
市
文
化
会
館

で
「
人
権
を
守
る
市
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
レ
ン
ト
の
桂
小
金
治
氏
を

招
い
て
行
わ
れ
た
人
権
講
演
会
で

は
、
参
加
者
は
貧
し
か
っ
た
自
身

の
体
験
を
交
え
な
が
ら
人
権
を
尊

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
語
る
桂
さ
ん

の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

優勝は久住町。市内対抗駅伝
　

第
59
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

が
、
11
月
27
日
に
直
入
中
央
公
民

館
〜
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
の
全

７
区
間
、
30
・
９
㌔
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、15
地
区
（
中
学
校
オ
ー

プ
ン
参
加
）
の
選
手
が
初
優
勝
を

目
指
し
て
力
走
し
ま
し
た
。

団　

体　

１
位
：
久
住
町

　

２
位
：
荻
町
、
３
位
：
嫗
岳

区
間
賞　

山
口
智
子
、
後
藤
哲
美
、

　

志
賀
哲
哉
、
江
藤
順
二
、
舩
越

　

政
典
、野
仲
勝
彦
、高
橋
孝
一
郎

荻
・
上
浦

 

児
童
交
流

豊
後
二
見

　

大
し
め
縄
ま
つ
り

　

佐
伯
市
上
浦
町
東し

の
の
め雲
小
学
校
の

児
童
35
人
と
荻
小
学
校
の
児
童
24

人
が
、
12
月
11
日
、
豊
後
二
見
の

夫
婦
岩
に
架
け
る
し
め
縄
張
り
替

え
と
餅
つ
き
を
通
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

旧
町
の
頃
か
ら
続
く
こ
の
交
流

は
、
荻
町
の
田
ん
ぼ
「
と
も
田
ち
」

の
稲
わ
ら
を
し
め
縄
の
材
料
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
祭
り
の

会
場
で
は
大
相
撲
の
嘉よ

し
か
ぜ風

関
に
荻

の
野
菜
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

↑背伸びして運ぶ大しめ縄

↑お相撲さんにおおはしゃぎ

　

12
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
、
ド
イ
ツ
の
国
際
交
流
員
ケ
ル
・

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
さ
ん
が
、
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
の
リ
ー
ス
と
ド
イ
ツ

料
理
の
製
作
・
調
理
教
室
を
直
入

町
で
行
い
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま

り
馴
染
み
の
な
い
こ
と
だ
け
に
、

参
加
者
は
面
白
そ
う
に
手
を
動
か

し
て
い
ま
し
た
。

体験！ドイツ

地
域
の
農
業
を
守
る
た
め
に

　

急
傾
斜
地
等
の
農
業
を
営
む
上

で
不
利
に
な
る
地
域
で
耕
作
放
棄

地
が
増
え
な
い
よ
う
、
地
域
が
集

落
で
協
定
を
結
び
農
業
を
営
む
こ

と
で
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
の

活
用
方
法
等
の
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
集
落
営
農
の
研
修
会
が
、

竹
田
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
の
主
催
で
、
12
月
１
日
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
職
員
に
よ
る
全
国
の
具
体
的

な
活
動
や
、
集
落
営
農
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
の
廣
瀬
成
芳
氏
に
よ
る
集
落

営
農
か
ら
始
ま
る
地
域
農
業
の
展

開
等
の
説
明
に
、
参
加
者
は
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

↑優勝した久住チーム

↑満員の会場に講師の説明が。
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

今月は
直入から
お知らせ

します

↑クーニャンの出来映え審査中
　

直
入
の
愛
育
活
動
を

　

紹
介
し
ま
す

　

直
入
愛
育
会
は
自
治
会
単
位

で
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
行

う
会
で
す
。
誰
も
が
健
康
で
、
家

族
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
も
つ

地
域
の
人
の
手
に
よ
っ
て
平
成
８

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
来
年
度
に

は
10
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
直
入

地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
を
対

象
に
、
自
分
の
家
庭
か
ら
地
域
の

人
々
へ
と
連
帯
感
を
深
め
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
各
班
ご
と
に
健

康
学
習
会
を
開
催
し
た
り
、
環
境

保
護
活
動
と
し
て
の
ゴ
ミ
拾
い
等
。

ま
た
「
向
こ
う
三
件
両
隣
」
を
合

い
言
葉
に
声
を
か
け
合
い
、
お
互

い
の
健
康
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
の
中
で
一
番
の
楽

し
み
は
年
１
回
開
催
す
る
愛
育
祭

り
で
す
。

　

今
年
度
は
11
月
１
日
に
１
８
０

人
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
お
互
い
の
健
康
を
喜
び
合

い
、
地
域
の
交
流
を
深
め
る
目
的

で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
と
、会
員
が
各
戸
に
「
植

え
て
楽
し
み
・
食
べ
て
健
康
に
」

と
種
子
を
配
布
し
て
育
て
た
ク
ー

ニ
ャ
ン
（
緑
黄
色
野
菜
）
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

い
で
ゆ
会
（
食
生
活
推
進
協
議
会
）

の
暖
か
な
ク
ー
ニ
ャ
ン
丼
サ
ー
ビ

ス
も
大
人
気
で
し
た
。
み
ん
な
笑

顔
で
参
加
し
、
今
後
の
活
動
の
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
が
実

を
結
び
、
７
月
に
は
大
分
県
愛
育

推
進
大
会
に
お
い
て
知
事
の
感
謝

状
を
受
賞
し
ま
し
た
。
11
月
に
は
、

地
域
保
健
全
国
大
会
に
お
い
て「
緑

黄
色
野
菜
大
作
戦
」
活
動
が
衛
生

教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

直
入
の
愛
育
会
は
地
域
の
住
民
が

理
解
を
示
し
、
自
治
会
単
位
で
活

動
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
健
康
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い

ま
す
。
来
年
の
愛
育
祭
り
に
は
是

非
み
な
さ
ん
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

『
ク
ー
ニ
ャ
ン
の

　

向
こ
う
に
見
え
る
友
の
顔
』

　
　
　
　
　

小
代
英
子
（
梶
屋
）

　

み
ん
な
で
育
て
よ
う

　

す
こ
や
か
な
竹
田
っ
子

　

竹
田
市
で
は
、
日
中
、
家
庭
で

育
児
し
て
い
る
保
護
者
及
び
祖
父

母
の
育
児
サ
ー
ク
ル
を
支
所
ご
と

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
産
後
う
つ

病
や
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
よ
る
乳

幼
児
の
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
現

在
、
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護
者

同
士
が
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る

場
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
う
サ
ー
ク
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
事
者
だ
け
で
な
く
、

主
任
児
童
民
生
委
員
や
母
子
保
健

推
進
委
員
が
協
力
に
行
っ
て
い
る

地
域
も
あ
り
、
育
児
の
先
輩
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
少
子
化

が
進
む
地
域
に
と
っ
て
は
、
子
ど

も
同
士
が
遊
ぶ
場
と
し
て
も
重
要

で
す
。
親
子
体
操
や
子
ど
も
が
で

き
る
遊
び
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
地
域
ご
と
に
異
な
り
ま
す

の
で
各
保
健
福
祉
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、
あ

な
た
の
地
域
の
サ
ー
ク
ル
に
遊
び

に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

↑準備体操 1、2、3！

↑みんなで楽しくお遊戯

名　　　前 地域 場　　　　　　所 実施回数 担　　当　　課

ひよこクラブ 竹田 竹田市総合社会福祉センター 月 2回 健康増進課

竹たんぽぽの会 荻 荻福祉健康エリア 月 1回 荻総合支所保健福祉課

やんちゃクラブ 久住 久住保健センター 週 1回 久住総合支所保健福祉課

すこやかクラブ 直入 直入保健福祉センター 月 2回 直入総合支所保健福祉課

※詳しい日時は情報カレンダーに記載しています。

竹田市にある育児サークル
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
戌
年
で
す
。
去
年
の

暮
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
、

犬
と
の
短
時
間
の
触
れ
合
い
は

心
臓
病
患
者
の
不
安
軽
減
や
血

圧
等
の
改
善
に
効
果
が
あ
る
と

報
告
し
ま
し
た
。
犬
の
「
癒
や

し
効
果
」
は
以
前
か
ら
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
具
体

的
な
数
値
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　

報
告
で
は
心
不
全
で
入
院
中

の
患
者
76
人
（
平
均
57
歳
）
を

３
班
に
分
け
、
12
分
間
に
わ
た

り
（
１
）
人
が
連
れ
て
き
た
犬

と
触
れ
合
う
、（
２
）
人
だ
け

の
訪
問
を
受
け
る
、（
３
）
ベ

ッ
ド
で
安
静
に
す
る
、
を
実
行

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
犬
と

触
れ
合
っ
た
患
者
が
も
っ
と
も

不
安
の
強
さ
が
減
り
、
エ
ピ
ネ

フ
リ
ン
と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
た
と
き
に
増
え
る
ホ
ル
モ
ン

の
量
も
一
番
減
る
と
い
う
結
果

で
し
た
。
チ
ー
ム
は
「
犬
は
人

を
よ
り
幸
福
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
気
分
に
さ
せ
る
」
と
結
論

付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
犬
等
の
動
物
を

利
用
し
た
治
療
を
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
と
呼
び
ま
す
が
、
そ
の

歴
史
は
古
く
、
古
代
ロ
ー
マ
帝

国
時
代
に
は
「
乗
馬
療
法
」
と

い
う
も
の
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の

効
果
に
は
血
圧
を
下
げ
る
身
体

的
作
用
、
気
持
ち
が
明
る
く
な

る
精
神
的
作
用
等
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
精
神
的
に
明

る
く
な
る
こ
と
で
、
体
の
免
疫

力
が
上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
老
人
施

設
等
で
も
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
結
構
人
気
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

竹
田
市
出
身
の
佐
藤
義
美
先

生
作
詞
の
「
犬
の
お
ま
わ
り
さ

ん
」
と
い
う
童
謡
が
あ
り
ま
す

が
、
犬
に
患
者
さ
ん
を
治
す
能

力
が
あ
る
の
な
ら
、
将
来
「
犬

の
お
医
者
さ
ん
」
が
現
れ
て
診

療
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
医
師

会
病
院
も
一
匹
雇
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

戌
年
（
い
ぬ
ど
し
）　

竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
10
〉

　
　

　

今
月
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら

の
要
介
護
認
定
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

 

認
定
ま
で
の
流
れ

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。

①
認
定
申
請

　

65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入

者
で
、
加
齢
が
起
因
と
さ
れ
る
疾

患
（
特
定
疾
病
）
の
人
が
申
請
で

き
ま
す
。

②
認
定
調
査

　

訪
問
調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
等
に
つ
い
て
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

③
主
治
医
意
見
書
作
成

　

市
が
、
申
請
者
が
申
請
の
際
に

指
定
さ
れ
た
「
か
か
り
つ
け
医
」

に
意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま

す
。

④
審
査
・
判
定

　

②
③
を
も
と
に
「
認
定
審
査
会
」

で
審
査
し
、
ど
の
程
度
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
か
の
指
標
と
な
る

「
要
介
護
状
態
区
分
」
の
判
定
を

行
い
ま
す
。

 

要
介
護
状
態
区
分
が

 

７
区
分
か
ら
８
区
分
に

　

現
行
の
要
介
護
認
定
は
、
非
該

当
、
要
支
援
、
要
介
護
１
〜
５
の

７
区
分
で
す
が
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
は
、
非
該
当
、
要
支
援
１
〜

２
、
要
介
護
１
〜
５
の
８
区
分
と

な
り
ま
す
。

①
一
次
判
定
で
、
要
支
援
１
及
び

　

要
介
護
２
〜
５
と
判
定
さ
れ
た

　

場
合

　

認
定
調
査
票
の
特
記
事
項
、
主

治
医
意
見
書
等
で
さ
ら
に
検
討
し

二
次
判
定
（
最
終
的
な
判
定
）
を

行
い
ま
す
。

②
一
次
判
定
で
、
要
介
護
１
と
判

　

定
さ
れ
た
場
合

　

二
次
判
定
に
お
い
て
、「
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
に
よ
っ

て
心
身
機
能
が
改
善
す
る
可
能
性

が
高
い
と
さ
れ
る
場
合
は
「
要
支

援
２
」、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
「
要

介
護
１
」
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

 

要
介
護
状
態
区
分
に
よ
り
利
用
で
き  

　
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

①
非
該
当

　

新
設
さ
れ
る
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
保
健
師
等
と
の
相

談
に
基
づ
い
て
、
地
域
支
援
事
業
、

そ
の
他
の
各
種
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
が
利
用
で
き
ま
す
。

②
要
支
援
１
・
２

　

心
身
の
機
能
の
維
持
・
改
善
の

た
め
に
必
要
な
「
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

③
要
介
護
１
〜
５

　

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
が
利

用
で
き
ま
す
。

 

現
在
の
要
介
護
認
定
が
平
成  

　

  

年
４
月
以
降
も
有
効
の
人

　

認
定
の
有
効
期
間
が
切
れ
る
更

新
の
時
期
ま
で
は
、
現
在
の
要
介

護
状
態
区
分
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

保
険
課
介
護
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）

18

要介護2～

要介護 1

要支援

非該当

現　　行

要介護2～

要介護 1

要支援 2

要支援 1

非該当

H18.4月～
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みんなの
　　ひろば

平成17年1月生まれ
　

平成18年2月に1歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します！
※対象となるお子さんのお父さん、お母さんにはご案内のハ
　ガキをお送りしています。
※写真はプリントしたものでも、デジタルデータでも受け付
　けています。
〒 878-8555  竹田市大字会々 1650
　　　　　　 竹田市役所企画情報課すくすく 1歳係
　　　　　　 E メール：kikaku@city.lg.jp

　

８
月
29
日
に
竹
田
市
長
並
び
に

竹
田
市
観
光
協
会
長
が
沖
縄
市
を

表
敬
訪
問
し
た
際
、
竹
田
市
と
沖

縄
市
の
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
り

修
学
旅
行
の
誘
致
に
力
を
尽
く
さ

れ
た
沖
縄
市
観
光
協
会
理
事
の
徳

富
清
次
さ
ん
に
、
感
謝
状
と
観
光

大
使
任
命
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
市
の
子
ど
も
た
ち
は
12
月

に
も
宮
砥
地
区
に
川
釣
り
を
楽
し

み
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

竹
田
地
区
殿
町
の
武
家
屋
敷
通

り
が
、
国
土
交
通
省
か
ら
過
去
に

地
域
づ
く
り
の
表
彰
を
受
け
、
そ

の
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
地

域
を
表
彰
す
る
「
手
作
り
賞
」
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

武
家
屋
敷
通
り
で
は
、
地
域
住

民
等
の
手
で
土
塀
や
長
屋
が
保
存

さ
れ
、
桜
祭
り
や
竹
楽
の
舞
台
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

お
お
い
た
お
す
す
め
和
み
空
間

　

大
分
県
は
、
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い

た
作
戦
の
一
環
と
し
て
、
昔
か
ら

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
守
り
継
が

れ
て
き
た
自
然
環
境
を
「
お
お
い

た
お
す
す
め
和
み
空
間
」
と
し
て

87
か
所
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
か
ら
は
中
島
公
園
（
入

田
）、
南
河
内
の
蛍
（
荻
）、
松
並

木（
久
住
高
原
）、ガ
ニ
湯
公
園（
直

入
）
の
４
か
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

探
鳥
会

日
時　

１
月
15
日
㈰　

９
時
〜

場
所　

竹
田
市
学
校
給
食
共
同
調

　

理
場
前
空
き
地 

●
お
問
い
合
せ　

日
本
野
鳥
の
会

　

大
分
県
支
部　

久
保
建
治

　

☎
63‒

１
０
２
５

　

Ｏ
Ａ
Ｂ
朝
日
放
送
が
企
画
す

る
「
第
３
回
大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
」
で
、
竹
田
市
が
出
品
し
た

Ｃ
Ｍ
「
た
け
た
ん
温
泉
、
た
く
さ

ん
！
」
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
長
湯
温
泉
ガ
ニ
湯
を
中
心
に
、

新
市
が
誇
る
豊
か
な
温
泉
を
Ｐ
Ｒ

す
る
内
容
で
、
３
月
末
ま
で
に
50

本
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
大
賞
は
杵
築
市
、
優
秀

賞
は
佐
伯
市
、
特
別
賞
は
別
府
市

と
宇
佐
市
も
受
賞
し
ま
し
た
。

沖縄に観光大使

ふるさとを手作りで

たけたんＣＭ、流れます



図書館
から

1月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）
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竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
蒲公英草紙　　　　　　　　　　　　　恩田　　陸
職業外伝　　　　　　　　　　　　　　秋山　真志
生協の白石さん　　　　　　　　　　　白石　昌則
手のひらの迷路　　　　　　　　　　　石田　衣良
息子たちと私　　　　　　　　　　　　石原慎太郎
〔子どもの本〕
今森光彦昆虫記　　　　　　　　　　　今森　光彦
ぼくがおっぱいをきらいなわけ　　　　礒　みゆき
ものづくり道具の使い方事典　　　　　峯尾　幸仁
　　　ほか、竹田市立図書館に 50冊購入しました。
　　　直入図書室には、新刊が 10冊入りました。

　

竹田市立図書館の休館日
は、1～ 3・9・16・23・
27・30日です。
※今月は、直入図書室か 
　らお知らせします。

 「おはなしルーム」
日時　1月 11日㈬
　　　13：30～
場所　竹田幼稚園

 「おはなし広場」
日時　1月 25日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

直入図書室より（直入中央公民館内）
　図書室は多くの資料（本）を備え、閲覧室で読書
や勉強ができるようになっています。入口フロアか
ら事務室横に移動しました。みなさんのご来室をお
待ちしています。
　利用時間　月～金曜日　8:30 ～ 17:00
　休 室 日　土・日、祝日と年末年始（12 月 29 日
　　　　　　～ 1月 3日まで）
・利用者の皆さんに愛される図書室を目指します。
　ご意見、ご要望等をご遠慮なくお伝えください。

  

竹
田
市
台
風
14
号

  

災
害
義
援
金

　

台
風
14
号
災
害
に
対
し
、
自
治

会
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
、
市

内
や
県
内
、
さ
ら
に
は
県
外
の
個

人
、
団
体
の
方
々
か
ら
善
意
の
こ

も
っ
た
温
か
い
義
援
金
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
台
風
14
号
災
害
義

援
金
配
分
委
員
会
を
設
置
し
、
行

方
不
明
者
の
方
２
名
、
住
家
の
一

部
損
壊
（
軽
度
の
も
の
は
除
く
）

18
戸
、
床
上
浸
水
３
戸
、
半
壊
３

戸
、
全
壊
５
戸
等
、
住
家
被
害
に

応
じ
て
計
31
件
に
対
し
見
舞
金
と

し
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

竹
田
市
台
風
14
号
災
害
義
援
金

配
分
委
員
会

区　　分 受領先別 義援金額（円）

自 治 会

竹田地域 3,774,277
荻 地 域 569,400
久住地域 483,730
直入地域 393,550

個　　人 市内 7、県内 1、県外 1 128,100
団　　体 13団体 1,852,427
義援金箱 52,402

合　　　　　　計 7,253,886

義援金内訳平
成
18
年
度
保
育
所（
園
）・

児
童
ク
ラ
ブ
児
童
募
集

　

平
成
18
年
度
保
育
所
（
園
）・

児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
（
登
録
）
を

希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
１
月
４
日
か
ら
１

月
31
日
ま
で
で
す
。
申
込
書
類
は

福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
及
び

保
育
所
（
園
）
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
班
回
覧
の
チ
ラ
シ
を

御
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所

　

各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

と
っ
て
も
楽
し
い

　

本
ば
か
り
だ
よ
。
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 17年 12月 1日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前月比 )
人　口　27,665 人　 ( － 50 人 )
　男性　12,964 人　 ( － 19 人 )
　女性　14,701 人　 ( － 31 人 )
世帯数　10,779世帯   (－15世帯)

住民基本台帳登録人数

◇
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
編
集
後
記
は
12

月
中
旬
に
書
い
て
い
る
も
の
で
す

が
、
雪
が
舞
う
日
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
こ
の
冬
の
寒
さ
は
厳

し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
も
心
配

さ
れ
て
久
し
い
で
す
し
、
防
寒
と

健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。
◇
風
邪
の
引
き
始

め
と
思
っ
た
時
は
、「
お
風
呂
に

入
ら
な
い
」「
散
髪
し
な
い
」
方

が
よ
い
と
言
い
ま
す
。
私
は
大
丈

夫
と
思
い
、
散
髪
を
し
て
お
風
呂

に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
風
邪
を
引
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
学
生
み
た

い
と
言
わ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
が
っ

く
り
で
す
。　
　
　
　
　
（
吉
野
）

郷土の植物

第10回

　

山
地
の
や
や
乾
い
た
尾
根
筋
や

林
内
に
生
育
す
る
雌し

ゆ
う雄

異
株
の
常

緑
低
木
ま
た
は
小
高
木
で
す
。
幹

は
灰
褐
色
で
縦
に
割
れ
た
皮
目
が

あ
り
ま
す
。
材
質
は
緻ち

み
つ密

で
ギ
タ
ー

の
材
料
と
し
て
象ぞ

う
が
ん嵌

に
使
わ
れ
、
葉

は
褐
色
の
染
料
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

厚
い
互
生
の
全ぜ

ん
え
ん縁
の
葉
は
卵
状

楕
円
形
で
ふ
ち
は
波
打
ち
、
枝
先

に
集
ま
っ
て
つ
き
ま
す
。
大
き
い

も
の
で
長
さ
８
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ

ど
で
す
。
表
裏
と
も
主
脈
が
目
立

ち
、
内
側
に
Ｖ
字
形
（
写
真
）
に

折
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

夏
の
頃
、
本
年
枝
の
葉よ

う
え
き腋

に
４ 

㌢
ほ
ど
の
長
い
花
柄
の
先
に
径
４ 

㍉
ほ
ど
の
小
さ
な
白
い
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
そ
し
て
、
秋
に
は
径
８ 

㍉
ほ
ど
の
光
沢
の
あ
る
円
形
の
赤

い
果
実
を
下
垂
さ
せ
、
冬
の
季
節

に
も
美
し
く
目
に
止
ま
り
ま
す
。

　

ソ
ヨ
ゴ
は
戦そ

よ

ぐ
と
い
う
意
味
で
、

か
た
い
葉
が
風
に
そ
よ
い
で
音
を

立
て
る
の
で
、
こ
の
名
が
あ
り
ま

す
。

　

竹
田
で
は
、
祖
母
傾
山
系
の
標

高
８
０
０
㍍
以
上
の
ツ
ガ
や
ヒ
メ

シ
ャ
ラ
の
林
内
で
多
く
観
察
さ
れ

ま
す
。
花
期
は
６
月
か
ら
７
月
で

す
。

  第19回　岡の里名水マラソン大会
日　　時　3月 5日㈰　雨天決行
会　　場　竹田市文化会館前（受付・開会式・スタート・フィニッシュ）
大会日程　受付 8:00 ～ 9:30　開会式 9:30　スタート 10:00 ～
種　　目　フルマラソン、ハーフマラソン、10㌔、5㌔、3㌔（性別、
　　　　　年齢区分有）、健康ウォーク（制限なし）
参加料金　一般 3,000 円　高校生以下・健康ウォーク 1,000 円
参加申込
　・郵便振替　所定の申込用紙（払込取扱票）にて最寄の郵便局へ
　・インターネット・携帯サイト　http://www.runnet.jp
　・電話　03-3714-6409（専用ダイヤル・平日 9:30 ～ 17:30）
　※インターネット・携帯サイトは、エントリー手数料が 200 円か
　　かります。
　※電話は、エントリー手数料が 300 円かかります。
申込〆切　郵便振込　1月31日㈫　当日消印有効
　　　　　電話・インターネット・携帯サイト　1月31日㈫必着
●お問い合せ・申込み
　〒 878-8555　竹田市大字会々 1650　竹田市役所生涯学習課
　岡の里名水マラソン大会実行委員会事務局
　☎ 63-4817　FAX63-2373

阿孫　久見

ソヨゴ（モチノキ科）
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新
年
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
開
館
し
ま
す
。

２
階
展
示
室
Ａ
常
設
展
示

「
竹
田
市
の
歴
史
・
文
化
の
資
料
展
示
」

　

常
設
展
示
を
再
開
し
ま
し
た
。
岡
藩
・
中
川

氏
関
係
資
料
、
瀧
廉
太
郎
等
郷
土
の
先
哲
資
料

等
を
紹
介
し
ま
す
。

２
階
展
示
室
Ｂ

「
生
活
の
中
の
文
人
画
① 

年
中
行
事
」

　

１
月
12
日
㈭
ま
で

「
生
活
の
中
の
文
人
画
② 

花
鳥
風
月
」

　

１
月
13
日
㈮
〜
２
月
23
日
㈭

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
我
が
ま
ち
竹
田
写
真
展
」

　

１
月
５
日
㈭
〜
29
日
㈰

　

松
本
興
司
（
全
日
本
写
真
連
盟
会
員
）
が
６

年
の
間
に
撮
り
た
め
た
作
品
35
点
を
展
示
。

「
ふ
る
さ
と
の
自
然
史
・
展
示
会
」

　

１
月
31
日
㈫
〜
２
月
15
日
㈬

　

新
竹
田
市
の
自
然
愛
好
家
た
ち
の
日
頃
の
成

果
を
展
示
し
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
再
評
価
す

る
。

 

２
０
０
６
竹
田
市
荻
新
春
歩
こ
う
会

日
時　

１
月
１
日
㈰

　

受
付
５
時
30
分
〜　

開
会
６
時
〜

コ
ー
ス　

荻
中
央
公
民
館
〜
高
鼻
公
園

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

荻
中
央
公
民
館
内
荻
地
域
体
育
協
会
事
務
局 

　

☎
68‒

２
０
２
５

 

竹
田
市
歩
こ
う
会「
元
旦
歩
こ
う
会
」

日
時　

１
月
１
日
㈰

　
　
　

７
時　

そ
う
ぞ
う
の
丘
集
合

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

☎
62‒

３
３
０
４
（
会
長
小
林
）

 
第　

回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

１
月
１
日
㈰

　

10
時
開
会
式　

10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目　

小
学
５
・
６
年
生
２
㌔　

中
学
生
３
㌔

　

高
校
生
女
子
５
㌔
・
男
子
10
㌔

　

一
般
５
㌔
・
10
㌔

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
中
央
公
民

　

館
内
竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
63‒

１
０
４
４

 

新
春
た
こ
あ
げ
大
会

日
時　

１
月
８
日
㈰　

９
時
〜
11
時
30
分

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
駐
車
場

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

　

自
分
で
作
っ
た
た
こ
を
揚
げ
て
み
ま
せ
ん

か
？　

終
わ
っ
た
後
は
ぜ
ん
ざ
い
で
暖
ま
り
ま

し
ょ
う
。
大
人
も
子
ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
０‒

２
７
１
８‒

５
５
８
３

 

竹
田
市
消
防
特
別
点
検

日
時　

１
月
10
日
㈪　

９
時
30
分
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
駐
車
場

　

竹
田
市
消
防
署
、竹
田
市
消
防
団
が
集
結
し
、

行
進
や
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

 

第　

回
川
合
尚
武
旗

 

竹
田
職
域
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

１
月
21
日
㈯　

13
時
開
会
式

　
　
　

14
時
ス
タ
ー
ト

　

※
監
督
会
議　

12
時
30
分
〜

区
間　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〜

　

入
田
農
免
入
り
口
〜
矢
原
橋
〜
十
月
橋
折
返

　

し
（
５
区
間
、
11
・
４
㌔
）

参
加
資
格　

豊
肥
地
区
に
所
在
す
る
職
域
・
ク

　

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
編
成
し
、
前
年
度
県
内
一
周

　

駅
伝
大
会
出
場
選
手
の
出
場
す
る
チ
ー
ム
は

　

Ａ
部
、
他
は
Ｂ
部
と
中
学
生
の
部
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
選
手
は
事
故
防
止
の
た
め
原
則
と

　

し
て
55
才
以
下
と
す
る
。

申
込
〆
切　

１
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
竹
田
市
陸

　

上
協
会
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

Ａ
部
・
Ｂ
部　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
の
部　

１
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
中
央
公
民

　

館
内
竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
63‒
１
０
４
４

29

28

※
１
月
４
日
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し
ま

す
。

　

歴
史
資
料
館
と
水
琴
館
の
通
常
の
休
館
日

は
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

と
祝
日
の
翌
日
で
す
。
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人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
新
任
（
旧
任
）
氏
名
〕

  【
平
成
17
年
12
月
１
日
付
】

■
部
長
級

▽
久
住
総
合
支
所
長
兼
久
住
総
合
支
所
市
民
生

活
課
長
（
久
住
総
合
支
所
長
）
木
村
信
義

■
課
長
級

▽
総
務
企
画
部
付
参
事
（
総
務
企
画
部
企
画
情

報
課
長
）
後
藤
栄
三

▽
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
長
（
久
住
総
合
支

所
市
民
生
活
課
長
）
阿
南
良
治

■
一　

般

▽
荻
総
合
支
所
税
務
課
兼
会
計
課
荻
分
室
主
査

兼
会
計
課
事
務
従
事
（
荻
総
合
支
所
税
務
課
兼

会
計
課
荻
分
室
主
査
）
鳴
川
晴
美

  【
平
成
17
年
12
月
15
日
付
】

■
課
長
級

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
国
体
準
備

室
長
兼
祖
母
山
麓
体
験
交
流
施
設
「
あ
祖
母
学

舎
」
所
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
祖

母
山
麓
体
験
交
流
施
設
「
あ
祖
母
学
舎
」
所
長
）

佐
久
間
道
隆
▽
教
育
委
員
会
国
体
準
備
室
参
事

（
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
次
長
兼
文
化
会
館

次
長
兼
公
民
館
係
長
）
藪
亀
洋
一

■
係
長
級

▽
教
育
委
員
会
国
体
準
備
室
国
体
準
備
係
長

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
国
体
準
備
係
長
）

工
藤
英
信

■
一　

般

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
査
兼
国
体
準
備

室
主
査
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
査
）
藤

島
勲

  

年
末
年
始
業
務

◇
竹
田
市
役
所
は
、
１
月
４
日
か
ら
業
務
を
行

　

い
ま
す
。

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
場
）
及
び
衛
生

　

セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）
は
、
１
月
４
日

　

か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課　
　

☎
63
─４
８
２
１

　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
68
─２
８
１
９

　

衛
生
セ
ン
タ
ー　

☎
63
─２
２
３
９

◇
竹
田
温
泉
花
水
月
は
、
年
末
年
始
は
休
ま
ず

　

営
業
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
64
─１
１
２
６

◇
荻
の
里
温
泉
は
、
年
末
年
始
は
休
ま
ず
営
業

　

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
64
─９
５
９
５

◇
七
里
田
温
泉
館
木
乃
葉
の
湯
は
、
年
末
年
始

　

は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
77
─２
６
８
６

◇
白
丹
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
は
、
年
末
年
始
は

　

休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

※
１
月
１
日
〜
３
日
は
10
時
〜
20
時
ま
で
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
76
─２
２
２
６

◇
久
住
ふ
れ
あ
い
会
館
は
、
１
月
３
日
ま
で
休

　

業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
76
─１
１
０
５

◇
あ
ざ
み
台
展
望
所
「
ス
カ
イ
パ
ー
ク
あ
ざ
み

　

台
」
は
、年
末
年
始
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

　

※
１
月
１
日
は
６
時
頃
か
ら
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
76
─１
４
３
０

◇
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
は
、
年
末
年

　

始
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

※
12
月
31
日
、
１
月
１
日
は
17
時
ま
で
。
１
月

　

２
、３
日
は
19
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
64
─１
４
０
０

※
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
末
の
営
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
た
け
た
12

　

月
号
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

生
活
情
報

融
資
保
証
金
詐
欺

　

融
資
保
証
金
詐
欺
（
貸
し
ま
す
詐
欺
）
と
は
、

多
重
債
務
者
や
資
金
繰
り
に
悩
む
中
小
企
業
の

経
営
者
や
個
人
を
標
的
に
、
保
証
金
等
の
名
目

で
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
て
騙
し
と
る
と
い
う
犯

罪
で
、
振
り
込
め
詐
欺
の
一
種
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
金
融
機
関
等
を
装
い
「
融
資

額
の
１
割
程
度
の
金
額
を
保
証
金
と
し
て
振
り

込
む
と
特
別
優
遇
金
利
で
融
資
可
能
」
と
い
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
保
証
金
は
必

要
な
い
の
で
す
が
、
巧
妙
な
話
に
振
り
込
ん
で

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
は
手
口
が

広
く
知
ら
れ
て
犯
罪
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る

の
に
反
し
て
、
融
資
保
証
金
詐
欺
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63
─４
８
０
７

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
に
基
づ
く

緊
急
命
令
に
つ
い
て

　

経
済
産
業
省
は
、
松
下
電
器
産
業
㈱
が
昭
和

60
年
〜
平
成
４
年
に
製
造
し
た
温
風
暖
房
機
か

ら
一
酸
化
炭
素
が
漏
洩
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
社
に
対
し
、
消
費
生
活
用
製
品
安

全
法
第
82
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
該
当
す
る
製

品
に
つ
い
て
、
回
収
又
は
点
検
及
び
改
修
、
危

険
性
の
周
知
等
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
緊
急

命
令
を
発
動
し
ま
し
た
。

　

大
分
県
下
で
は
該
当
製
品
は
約
３
０
０
個
販

売
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
２
０
０
個
の
所
在
が
不

明
と
な
っ
て
い
ま
す
（
12
月
中
旬
現
在
）。

　

左
記
の
と
お
り
、
該
当
製
品
を
使
用
し
て
い

る
人
は
、
松
下
電
器
産
業
㈱
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル　

☎
０
１
２
０
─８
７
２
─７
７
３　

ま
で
引

き
取
り
も
し
く
は
点
検
修
理
の
要
望
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

１
月
の
お
し
ら
せ

対象製品・品番

製造年 1985～1991年
OK-2525　OK-2526　OK-2535
OK-2536　OK-3525　OK-3526
OK-3527　OK-3535　OK-3536
OK-3537　OK-4020　OK-4030
OK-2526HA　OK-3527HA　
OK-4020HA

FF式石油温風機 石油フラットラジアントヒーター

製造年
　1991～1992年
　OK-302B
　OK-303B
　OK-402B
　OK-403B

製造年 1989～1991年
　OK-R800C
　OK-R800AC
　OK-R500F
　OK-R501F
　OK-V501F
　OK-U501AF

品番表示位置 品番表示位置 品番表示位置
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中
九
州
横
断
道
路
（
大
野
竹
田
道
路
）
環
境
影
響
評
価
準
備
書
縦
覧

　

環
境
影
響
評
価
（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

と
は
、
開
発
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
環

境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い

て
調
査
、
予
測
、
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
公
表
し
て
広
く
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
、

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
よ
り
よ
い
事
業
計
画

を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

　

大
野
竹
田
道
路
は
、
大
分
市
と
熊
本
市
を

結
ぶ
中
九
州
横
断
道
路
の
一
部
で
、
豊
後
大

野
市
か
ら
竹
田
市
に
至
る
延
長
約
12 
㌔
の

地
域
高
規
格
道
路
で
す
。

　

こ
の
度
、
環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
基
づ
く
調

査
及
び
予
測
結
果
を
記
載
し
た
「
環
境
影
響

評
価
準
備
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
準
備
書
に
対
し
て
、
環
境
保

全
の
見
地
か
ら
ご
意
見
が
あ
る
場
合
は
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

１
、
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長

　
　
　

宮
田
年
耕

住
所　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
丁
目
10　　

　
　
　

番
７
号　

福
岡
第
２
合
同
庁
舎

 

２
、
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

名
称　

一
般
国
道
57
号（
中
九
州
横
断
道
路
）

　
　
　

大
野
竹
田
道
路

種
類　

一
般
国
道
の
改
築

規
模　

延
長
約
12 
㌔

 

３
、
関
係
地
域
の
範
囲

　

豊
後
大
野
市
、
竹
田
市

 

４
、
準
備
書
の
縦
覧
場
所
と
期
間

縦
覧
場
所

　

国
土
交
通
省
佐
伯
河
川
国
道
事
務
所
調
査

第
二
課
、
大
分
県
庁
土
木
建
築
部
高
速
道
対

策
局
、
大
分
県
三
重
土
木
事
務
所
企
画
調
査

課
、大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課
、

豊
後
大
野
市
役
所
建
設
管
理
課
、
豊
後
大
野

市
役
所
大
野
支
所
建
設
課
、
豊
後
大
野
市
役

所
大
野
支
所
建
設
課
、
豊
後
大
野
市
役
所
朝

地
支
所
建
設
課
、
竹
田
市
役
所
本
庁
建
設
課

縦
覧
期
間

　

１
月
６
日
㈮
〜
２
月
６
日
㈪

　

８
時
30
分
〜
17
時

　

※
土
日
・
祝
祭
日
は
除
く

 

５
、
意
見
書
の
提
出
期
間
及
び
提
出
方
法

意
見
書
提
出
期
間

　

１
月
６
日
㈮
〜
２
月
20
日
㈪

提
出
方
法

　

縦
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
氏
名
、

住
所
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
及
び

そ
の
理
由
を
記
入
し
、
左
記
宛
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
備
え
付
け
の
用
紙
以
外
の
場
合

は
、
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
氏
名
、
住
所
、

準
備
書
の
名
称
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
及
び
そ
の
理
由
を
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
意
見
書
提
出
先

　

〒
８
７
６
─０
８
１
３　

佐
伯
市
長
島
町

　

４
─14
─14　

国
土
交
通
省
佐
伯
河
川
国
道

　

事
務
所
調
査
第
二
課

 　

☎
０
９
７
２
─22
─１
８
８
０

「
法
務
局
」
の
名
を
騙
っ
た
架
空
請

求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
「
法
務
局
認
定
法
人
○
○
」
か
ら
「
消
費
料

金
未
納
分
最
終
通
告
書
」
等
に
よ
り
架
空
の
債

権
を
請
求
さ
れ
る
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

法
務
局
が
こ
の
よ
う
な
法
人
を
認
可
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
通
知
書

で
債
権
を
回
収
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視

を
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
債
務
の
確
認
や
支

払
い
意
志
が
な
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
で
も
電

話
番
号
等
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、電
話
等
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
裁
判
手
続
き
を
悪
用
し
た
架
空
請
求

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
か
ら
書
類
が
届

い
た
等
の
場
合
は
、
身
に
覚
え
が
な
く
て
も
放

置
せ
ず
、
発
送
元
・
連
絡
先
が
本
当
の
裁
判
所

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

架
空
請
求
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
は
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
oj.go.jp/

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
７
─５
３
２
─３
１
６
１
（
内
線
68
）

子
ど
も
を
守
る

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

１
、
登
下
校
時
は
、
決
め
ら
れ
た
通
学
路
を
通

　

り
複
数
の
人
と
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
外
出
す
る
時
は
人
通
り
の
少
な
い
場
所
は

　

避
け
、
複
数
の
人
と
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
誘
わ
れ
て
も
、
つ
い
て

　

い
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
し
、
連
れ
て
行

　

か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
大
き
な
声
や
防
犯
ブ

　

ザ
ー
を
出
し
、近
く
の
民
家
や
商
店
、子
ど
も

　

連
絡
所
や
交
番
等
に
逃
げ
込
み
ま
し
ょ
う
。

４
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
の
声
か
け
の
現
場
を
見

　

か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
近
く
の
交
番
か
警
察
に

　

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
１
日
８
時
59
分
60
秒
。

「
う
る
う
秒
」
を
挿
入
し
ま
す
。

　

地
球
の
回
転
（
自
転
・
公
転
）
を
も
と
に
し

た
「
天
文
時
」
と
、
原
子
の
出
す
規
則
正
し
い

電
磁
波
を
用
い
た
「
原
子
時
」
の
時
差
を
０
・
９

秒
以
内
に
調
整
す
る
た
め
、
１
月
１
日
８
時
59

分
59
秒
と
９
時
00
分
00
秒
の
間
に
、
８
時
59
分

60
秒
を
挿
入
し
ま
す
。

　

こ
の
う
る
う
秒
調
整
は
、
平
成
11
年
１
月
以

来
、
７
年
ぶ
り
の
う
る
う
秒
調
整
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

日
本
標
準
時
グ
ル
ー
プ

　

U
RL　

http://jjy.nict.go.jp/index.htm
l

  

年　

金

保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
や
そ

の
配
偶
者
、
学
生
、
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
等

の
第
１
号
被
保
険
者
は
自
分
で
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
失
業
等
の
理
由
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
時
期
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
、
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
市
民
課
年
金
係
ま
た
は
大

分
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
免
除
に
は
「
全
額
免
除
」
と
「
半

額
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
20
歳
代
の
人

に
は「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、学
生
に
は「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
─５
５
２
─１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）



たけたん情報 平成18年1月号 ❻

  
イ
ベ
ン
ト

柏
原
小
学
校
閉
校
記
念
カ
プ
セ
ル

開
封
式
典

日
時　

１
月
２
日
㈪　

10
時
〜

場
所　

柏
原
公
民
館

内
容　

10
時
〜　

カ
プ
セ
ル
開
封

　
　
　

11
時
〜　

開
封
式
典
及
び
粗
宴

新
「
竹
田
市
」
誕
生
記
念

２
０
０
６
年
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

　

竹
田
市
内
の
の
ど
自
慢
が
自
慢
の
歌
を
競
う

「
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
５
日
㈰　

10
時
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
場
者　

40
人

主
催　

竹
田
市
文
化
連
盟
歌
謡
部

共
催　

竹
田
市
教
育
委
員
会

※
参
加
希
望
者
は
、
た
け
た
ん
情
報
12
月
号
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局　

　
（
竹
田
市
文
化
会
館
）　

☎
63‒

２
７
３
４

大
分
合
同
新
聞
創
刊
１
２
０
周
年
記
念

特
別
展
「
風
の
画
家　

中
島
潔
展

　

‒

童
画
で
つ
づ
る
30
年
史‒

」

期
間　

２
月
５
日
ま
で

会
場　

大
分
県
立
芸
術
会
館

観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
８
０
０
円

　

中
高
生　

５
０
０
円　

小
学
生
以
下　

無
料

※
前
売
・
10
人
以
上
の
団
体
割
引
有

中
島
潔
サ
イ
ン
会

　

１
月
７
日
㈯　

13
時
〜　

15
時
〜

　

１
月
８
日
㈰　

11
時
〜　

14
時
〜

※
各
回
１
時
間
前
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

　
（
限
定
１
０
０
人
ず
つ
）。

※
サ
イ
ン
は
、
売
店
で
お
買
い
上
げ
の
作
品
等

　

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催　

大
分
合
同
新
聞
社
事
業
部

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

９
６
４
７

　

大
分
県
立
芸
術
会
館

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

０
０
７
７

人
権
講
演
会
「
〜
一
人
芝
居
先
生
が
行
く
〜

　

子
育
て
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
」

日
時　

２
月
６
日
㈪　

14
時
〜

場
所　

福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
（
荻
）

講
師　

福
永
宅
司
先
生

●
お
問
い
合
せ　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
68‒

２
２
１
３

　

荻
中
央
公
民
館　

☎
68‒

２
０
２
５

  
募　

集

「
あ
祖
母
学
舎
」
指
定
管
理
者

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
民
間
の

法
人
や
団
体
等
も
指
定
管
理
者
と
し
て
公
の
施

設
の
管
理
・
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
竹
田
市
で
は
、
祖
母
山
麓
体
験
交
流
施
設

「
あ
祖
母
学
舎
」
を
管
理
・
運
営
す
る
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

指
定
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

　

３
月
31
日

応
募
資
格　

安
定
し
た
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

　

が
で
き
、
施
設
の
運
営
経
験
が
あ
る
、
市
内

　

に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
法
人
、
団
体
ま

　

た
は
グ
ル
ー
プ

主
な
業
務　

あ
祖
母
学
舎
の
利
用
許
可
、
施
設

　

や
設
備
の
維
持
管
理
、
陶
芸
指
導

募
集
説
明
会　

１
月
11
日
㈬　

13
時
30
分
〜　

　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

募
集
期
間

　

１
月
16
日
㈪
〜
２
月
15
日
㈬

施
設
所
在
地　

竹
田
市
大
字
神
原
13
番
地

●
お
問
い
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
63‒

４
８
１
７

あ
祖
母
学
舎
陶
芸
教
室

内
容　

実
技
（
土
練
り
、
ろ
く
ろ
成
形
、
装
飾

　

技
法（
絵
付
け
、
彫
り
、
白
化
粧
等
）、
手
び

　

ね
り
（
ひ
も
作
り
、
た
た
ら
作
り
等
）、
施

　

釉
技
法
）・
講
義（
釉
薬
の
作
り
方
、窯
詰
め
、

　

焼
成
方
法
等
）

材
料
費　

土
代
（
20
㌔
）
１
、５
０
０
円

　

絵
の
具
、
釉
薬
、
焼
成
費
、
諸
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、５
０
０
円

　

計　

４
、０
０
０
円
（
前
期
、
後
期
共
）

日
時　

毎
週
１
回
、
基
本
日
程
以
外
に
補
講
も

　

行
い
ま
す
。
前
期
、
後
期
共
に
全
６
回

　

昼
の
部　

13
時
〜
15
時

　

夜
の
部　

19
時
〜
21
時

定
員　

10
人
弱

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

あ
祖
母
学
舎

　

☎
67‒

２
１
２
１

会
津
絵
ろ
う
そ
く
ま
つ
り

ゆ
き
ほ
た
る
ツ
ア
ー

日
時　

２
月
９
日
〜
11
日

　
〝
荒
城
の
月
〞ゆ
か
り
の
地　

仙
台
青
葉
城
と

会
津
若
松
鶴
ケ
城
を
訪
ね
、〝
会
津
絵
ろ
う
そ

く
ま
つ
り
〞を
楽
し
む
旅
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
観
光
協
会 

　

☎
63‒

２
６
３
８ 　

℻
63‒

２
８
６
１

里
山
保
全
百
年
計
画「
竹
工
芸
教
室
」

期
間　

１
月
〜
12
月

日
時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
〜
16
時

場
所　

城
下
町
界
隈
（
検
討
中
）

受
講
料　

毎
月
５
、０
０
０
円
（
材
料
費
込
） 

講
師　

後
藤　

篤

　

未
経
験
者
を
含
み
、
楽
し
み
な
が
ら
竹
工
芸

の
技
術
の
継
承
を
目
的
と
す
る
里
山
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
で
す
。〝
歩
い
て
楽
し
い
町
〞の
中
に〝
も

の
づ
く
り
工
房
〞の
点
在
を
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
講
座
開
設
に
伴
う
場
所
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
観
光
協
会 

　

☎
63‒

２
６
３
８ 　

℻
63‒

２
８
６
１

電
源
セ
ン
タ
ー
研
修

　

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
企
画
立
案
能
力
の
養

成
、
実
践
能
力
の
向
上
等
様
々
な
テ
ー
マ
で
先

進
地
事
例
の
紹
介
等
実
務
的
な
研
修
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

研
修
名　
「
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
地

　

域
づ
く
り
の
進
め
方
」

　

住
民
参
加
（
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
の
協

働
）
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
進
め
方
と
行
政
と

し
て
の
役
割
（
行
政
負
担
）
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時　

１
月
24
〜
25
日

場
所　

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）

募
集
〆
切　

１
月
６
日
㈮

募
集
人
員　

３
人

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
研
究
所

　

☎
63‒

４
８
０
７

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」

ボ
ラ
ン
ティ
ア
電
話
相
談
員
養
成
講
座



❼ 平成18年1月発行

講
座
期
間

　

前
期　

４
月
19
日
〜
８
月
16
日

　

後
期　

９
月
６
日
〜
11
月

講
座
内
容

　

前
期　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
公
開
講
座
等

　

後
期　

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
・
１
泊
研
修
等

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
府
内
町
）

受
講
料

　

前
期　

２
０
、０
０
０
円

　

後
期　

２
５
、０
０
０
円

受
講
資
格　

23
歳
〜
65
歳
の
人
で
、
積
極
的
に

　

参
加
さ
れ
る
人

募
集
人
員　

50
人

募
集
期
間　

３
月
５
日
ま
で

応
募
方
法　

事
務
局
ま
で
、
電
話
で
募
集
要
項

　

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒

２
４
８
８

第
49
回
大
分
県
勤
労
者
創
作
美
術
展

応
募
資
格

　

県
内
に
職
場
又
は
住
所
を
有
す
る
勤
労
者

部
門　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
彫
刻
、
工
芸
、

　

デ
ザ
イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト

会
場　

大
分
県
立
芸
術
会
館

期
間　

３
月
１
日
〜
５
日

申
込
期
間　

１
月
16
日
㈪
〜
２
月
15
日
㈬

出
品
料
等　

各
部
門
と
も
１
人
１
点
（
原
則
未

　

発
表
の
も
の
）で
出
品
料
は
１
点
１
、５
０
０

　

円
（
作
品
搬
入
時
に
納
入
）

※
出
品
作
品
は
す
べ
て
会
場
に
展
示
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
竹
田
直
入
地
方
振
興
局
地
方
振
興
課

　

☎
63‒

１
２
９
１

  

選　

挙

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

作
成
し
ま
す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
に
基
づ
い
て
作
成
す
る
も
の
で
す
。

申
請
資
格
の
あ
る
人

※
次
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
人
。

①
竹
田
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
18
年
３
月

　

31
日
に
お
い
て
満
20
歳
に
達
す
る
人
）

③
ア
10 
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務
を
営
む 

　

人
、
イ
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同
居
の
親

　

族
ま
た
は
同
居
の
親
族
の
配
偶
者
で
あ
っ
て

　

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

　

い
る
人

提
出
期
限　

１
月
９
日
㈪
ま
で
に
自
治
会
長
へ

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）

　

竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

  

金　

融

恩
給
・
共
済
年
金
担
保
貸
付

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、
恩
給
や
共
済
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
に
低
利
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。

融
資
金
額　

２
５
０
万
円
以
内

利
率　

年
１
・
０
％

　
（
平
成
17
年
11
月
10
日
現
在
）

資
金
の
使
い
み
ち　

住
宅
、
教
育
、
レ
ジ
ャ
ー
、

　

事
業
資
金
な
ど

保
証
人　

連
帯
保
証
人
１
人
以
上

担
保　

恩
給
ま
た
は
年
金
証
書

返
済
方
法　

返
済
金
と
し
て
、
恩
給
や
年
金
を

　

公
庫
が
受
け
取
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
大
分
支
店

　

☎
０
９
７‒

５
３
５‒

０
３
３
１

  

試　

験

平
成
18
年
測
量
士
・
測
量
士
補
試
験

日
時　

５
月
21
日

場
所　

福
岡
県
・
鹿
児
島
県
・
沖
縄
県
他

受
付
期
間　

１
月
16
日
〜
２
月
28
日　
　

　

※
消
印
有
効

受
付
場
所　

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
総
務
部

　

総
務
課　

〒
３
０
５‒

０
８
１
１　

茨
城
県

　

つ
く
ば
市
北
郷
１

※
受
験
願
書
及
び
受
検
案
内
は
、
１
月
16
日
か

　

ら
、
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

　

大
分
県
土
木
建
築
部
用
地
対
策
課
・
大
分
県

　

竹
田
土
木
事
務
所
・
国
土
交
通
省
国
土
地
理

　

院
九
州
地
理
院
九
州
地
方
測
量
部

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
土
木
建
築
部
用
地
対

　

策
課
収
容
管
理
担
当

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
４
５
４
５
、４
５
４
６
）

大
分
県
立
盲
学
校
高
等
部

　

高
等
学
校
に
準
じ
る
普
通
教
育
、
ま
た
は
あ

ん
摩
・
は
り
・
き
ゅ
う
師
を
目
指
す
職
業
教
育

を
行
い
ま
す
。

出
願
資
格　

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３

　

未
満
の
も
の
又
は
視
力
以
外
の
視
覚
機
能
障

　

害
が
高
度
の
も
の
の
う
ち
、
拡
大
鏡
等
の
使

　

用
に
よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
等
の
視

　

覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難

　

な
程
度
の
人

募
集
学
科　

本
科
（
中
卒
者
対
象
）
普
通
科
、

　

保
健
理
療
科
・
専
攻
科
（
高
卒
以
上
対
象
）

　

保
健
理
療
科
、
理
療
科

出
願
期
間

　

前
期　

２
月
３
日
㈮
〜
10
日
㈮

　

後
期　

３
月
８
日
㈬
〜
10
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
立
盲
学
校
教
務
係

　

〒
８
７
０‒

０
０
２
６

　

大
分
市
金
池
町
３‒

１‒

75　

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
８

　

℻
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
６

  

保
健
衛
生

エ
イ
ズ
予
防
普
及
啓
発
番
組

　

エ
イ
ズ
患
者
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
数
は
世

界
的
に
爆
発
的
な
増
加
を
見
せ
て
い
ま
す
。
大

分
県
で
も
、
平
成
16
年
度
は
患
者
２
人
、
感
染

者
５
人
の
報
告
が
あ
り
、累
積
数
は
患
者
８
人
、

感
染
者
10
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
大
分
県
は
若
年
層
に
対

し
て
、
感
染
経
路
・
感
染
予
防
・
検
査
方
法
及

び
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
差
別
の
解
消

等
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
会
得

し
て
も
ら
う
機
会
と
な
る
番
組
を
放
送
し
ま
す
。

番
組
タ
イ
ト
ル　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」

放
送
時
間　

毎
週
金
曜
22
時
55
分
〜
23
時

放
送
日　

１
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　
　
　
　

２
月
３
日
、
10
日
、
17
日

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所
地
域
保
健
課

　

☎
63‒

２
１
８
７



たけたん情報 平成18年1月号 ❽

平成18年1月　岡の里ふるさとＵターン情報

○この一覧表は、ハローワーク豊後大野（竹田市地域職業相談室）に申し込まれている 12月 1日現
　在の有効求人です。スペースの都合で 2人以上の求人に限定していますが、一覧表以外の企業につ
　いても多種の求人がありますので、窓口にお申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　竹田市地域職業相談室（豊後竹田駅前郵便局隣）　  ☎ 0974-63-1101
　　　　　　　ハローワーク豊後大野（豊後大野公共職業安定所）  ☎ 0974-22-8609

　

お
正
月
で
帰
省
さ
れ
て
い
る
あ

な
た
、
市
内
の
企
業
が
あ
な
た
の
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
企
業
で
新
し
く
ス
タ
ー

ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

求 人 情 報 ハローワーク豊後大野
竹田職業相談室　☎63-1101

◇土木技術士 1 名 20 ～ 40 才 15 ～ 25 万◇保育士 1 名 20 ～
50 才 12.3 万◇正・准看護師 2 名 18 ～ 40 才 16 ～ 25 万◇
理学療法士１名年齢不問 23 ～ 25 万◇看護助手 5 名年齢不問
12.6 ～ 13.6 万◇ホームヘルパー 1 名年齢不問 12.6 ～ 13.6 万
◇ケアマネージャー 1 名年齢不問 18 万◇フロント受付 20 ～
30 才 13 万◇菓子販売１名 18 ～ 40 才 11.2 万◇化粧品販売
1 名年齢不問 12 万◇接客・雑務 3 名年齢不問 13 ～ 20 万◇
給食調理員 2 名年齢不問 13.8 万◇ 10 ㌧トラック運転手 1 名
年齢不問 25 ～ 33 万◇部品製造 3 名 18 ～ 50 才 13.4 ～ 24
万◇機械メンテナンス 1 名 20 ～ 45 才 13.5 ～ 22.3 万◇建築
大工 1 名年齢不問 12.5 ～ 32.5 万◇配管見習 1 名 18 ～ 40 才
12.5 ～ 20 万◇工事作業員 2 名 18 ～ 50 才 15 ～ 20 万 2 名
18～ 55 才 16 ～ 18 万

　面接で事業所や会社等を訪問される人は、必ず相談室の窓口
で紹介状をもらってから面接に行ってください。
●お問い合せ
　ハローワーク豊後大野竹田市地域職業相談室　☎ 63-1101

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 年　齢 賃金 ( 千円 ) 免許・資格

大久保病院
病院・介護老人保
健施設・グループ
ホーム

歯科衛生士 １ 不　　問 166 歯科衛生士
作業療法士 １ 不　　問 255 ～ 373 作業療法士
薬剤師 ２ 不　　問 291 ～ 383 薬剤師免許

社会福祉法人
偕倖社

特別養護老人ホー
ム・各種介護事業

介護職 1 不　　問 142.6 ～ 149.5 ホームヘルパー2級
給食調理員 1 不　　問 138

工藤商店 新建材販売・飲食
業

配管技師 1 18 ～ 40 125 ～ 200 管工事施工管理技士
調理師 1 18 ～ 50 200 ～ 300 調理師

社会福祉法人
孝寿福祉会

特別養護老人ホー
ム・各種介護事業

正看護師 1 20 ～ 40 168 ～ 220 正看護師
ケアワーカー 1 18 ～ 40 143 ～ 174.5 介護福祉士

竹田市医師会
病院

理学療法士 2 不　　問 230 ～ 理学療法士
作業療法士 1 不　　問 230 ～ 作業療法士
正・准看護師 5 不　　問 153 ～ 正・准看護師
看護補助者 5 不　　問 120 ～

訪問看護ステーション 正・准看護師 1 不　　問 153 ～ 正・准看護師
友岡建設 総合建設業 土木技術士 3 20 ～ 40 220 ～ 330 土木施工管理技士

みはら整形外科
クリニック

整形外科・介護支
援事業

理学療法士 1 21 ～ 40 156 ～ 220 理学療法士
正・准看護師 2 18 ～ 40 160 ～ 250 正・准看護師
介護職員 1 18 ～ 35 126.5 ～ 160.5

雄仁会加藤病院 病院・老人保健施
設

正看護師 5 不　　問 216 ～ 245 正看護師
看護助手 5 不　　問 126 ～ 136
理学療法士 1 不　　問 243.8 ～ 293 理学療法士
作業療法士 1 不　　問 243.8 ～ 293 作業療法士

 

労
働
問
題
ど
ん
と
こ
い

 

相
談
週
間

　

２
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮
は
、
労
働

問
題
ど
ん
と
こ
い
相
談
週
間
で
す
。

大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、

賃
金
未
払
、
労
働
条
件
、
配
転
等
の

労
使
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

相
談
方
法

①
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

２
５
６
６

②
来
訪
に
よ
る
相
談

　

大
分
県
庁
舎
７
階 

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
相
談

　

℻
０
９
７‒

５
３
６‒

２
５
６
６

④
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

　

a23100@
pref.oita.lg.jp

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
週
間
外
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

　

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
労
働
委
員
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
５
１
・
５
２
５
３
）



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（田仲静夫：☎ 63 ‒ 2454、渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・資源ごみ収集日→11日㈬

※可燃ごみ→10日㈫
※不燃ごみ・廃プラごみ・資源ごみ収集日→5日㈭

※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・資源ごみ収集日→4日㈬
※古紙収集日→5日㈭

1 ㈰ ・元旦　・竹田市歩こう会「元旦歩こう会」7:00 そうぞうの丘集合　・第 29回竹田元旦マラソン大会 10:00 開会式（竹田市総合運動公園）　・食を考える月間
・平成 17年おおいた年末・年始の事故ゼロ運動（4日まで）　・2006 竹田市荻新春歩こう会 5:30 受付 6:00 開会（荻中央公民館～高鼻公園）

2 ㈪ ・年始休暇
・旧柏原小学校記念カプセル開封式 10:00 ～（柏原公民館）

3 ㈫ ・年始休暇

4 ㈬ ・大分合同新聞創刊 120 周年記念特別展「風の画家　中島潔展－童画でつづる 30年史－」（2月 5日まで・大分県立芸術会館〔大分市〕）

5 ㈭ ・竹田美術同好会山本敏江作品展（2月 10日まで・竹田観交情報センター）
・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）

6 ㈮
7㈯
8㈰ ・新春たこあげ大会 9:00 ～ 11:30（竹田市総合運動公園駐車場）

9 ㈪ ・成人の日
・農業委員会委員選挙人名簿登載申請書提出〆切

10㈫ ・110 番の日
・竹田市消防特別点検 9:30 ～（竹田市文化会館駐車場）

11㈬ ・平成 17年度銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（県総合庁舎 6階 61会議室（大分県庁内））
・おはなしルーム 13:30 ～（竹田幼稚園）　・「あ祖母学舎」指定管理者募集説明会 13:30 ～（竹田市役所 3階会議室）

12㈭
13㈮ ・大分県臨時職員採用候補者名簿登録試験募集〆切　・2006 新春カラオケフェスタ出場申込〆切

・第 28回川合尚武旗竹田職域クラブ駅伝競走大会申込〆切

14㈯ ・竹田市歩こう会「三社参」9:00 豊後竹田駅前集合
・彦山神社どんど焼 19:00 ～（竹田・炭竈）

15㈰ ・家庭の日　・防災とボランティア週間（21日まで）
・探鳥会 9:00 ～（竹田市学校給食共同調理場前空き地）



16㈪ ・荻の里温泉休業日　・「あ祖母学舎」指定管理者募集（2月 15日まで /生涯学習課）
・第 49回大分県勤労者創作美術展申込（2月 15日まで）

17㈫ ・防災とボランティアの日

18㈬ ・社会保険相談所 (年金相談 ) 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）
・赤ちゃん健診 13:00 ～ 13:30（竹田市総合社会福祉センター）

19㈭ ・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）/10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）

20㈮
21㈯ ・第 28回川合尚武旗竹田職域クラブ駅伝競走大会 13:00 ～ 15:30（竹田市総合運動公園陸上競技場～入田地区）

22㈰
23㈪ ・荻の里温泉休業日

・介護相談（保険課介護係）

24㈫ ・全国学校給食週間（30日まで）

25㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

26㈭ ・文化財防火デー　・文化財防火訓練（竹田・予定）
・3歳児健診 13:00 ～ 13:20（竹田市総合社会福祉センター）

27㈮
28㈯ ・B&G室内綱引き大会 16:00 ～ 21:00（竹田市B&G直入海洋センター体育館）

29㈰ ・安心マタニティルーム（お母さん教室）9:15 ～ 9:30（竹田市総合社会福祉センター）

30㈪ ・荻の里温泉休業日

31 ㈫ ・国民健康保険税 7期、介護保険料 7期納期限（税務課課税係）
・住宅用地異動申告期限・償却資産申告期限（税務課資産係）

特記事項
・その他 

・冬の省エネキャンペーン（3月 31日まで）　・「はたちの献血」キャンペーン（2月 28日まで）
・2006 年新春カラオケフェスタ（2月 5日 10:00 ～／竹田市文化会館大ホール）

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（10・17・24・31日）9:00 ～ 12:00
・法律相談（9日）13:00 ～ 16:00 ※要予約

陽目の里名水茶屋は、冬期期間中
のため、3月中旬まで休業します。

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100




